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トラック運送事業者のための経営のヒント【長距離２人乗務で時短と採算を克服】…２面／
ここまで来た天然ガストラック新時代【運送事業者にとっての天然ガストラック導入につい
て】…３面／食の新旧街道を行く【西イチグルメの旅①SA・PAのグルメコンテスト】…７面

輸送量 前年同月比

トラック
特別積合せ（千トン） 5,747 104.5%

一　般 ― 101.9%
宅配便（千個） 341,417 104.0%

輸送統計
平成29年10月分
▶国土交通省調べ

交通事故統計 事業用貨物自動車の死亡事故件数
大型 普通・準中型・中型 計
141

（＋9）
108

（＋8）
249

（＋17）

交通事故死者数（人）
12月31日現在 1月14日現在

3,694
（−210）

126
（−5）

全国の死亡
事故件数

3,252
（−129）

平成29年11月末
事業用トラック第1当事者死亡事故件数
軽貨物は除く。（  ）内は前年同月比増減数
▶警察庁調べ

今号に掲載した記事の関連資料と
関連HPへは全ト協HPバナーから
アクセスできます。

▼全ト協会員専用ページのパスワード▼

1/15〜2/14  9797
2/15〜3/14  7199

２・３
・�トラック協会ニュース
・�官公庁ニュース（国交省等）

4・5
�＜新春特集＞
��トラックドライバーの
“幸せ”を追い求めて・中編

８ ・��「健康職場づくり」事業者訪問
　　㈱宇治吉田運送（京都府）

軽トラックから４トン車までを揃え
輸送を行う同社

6・7
�＜新春特集＞
��日本の物流企業を訪ねて
「南」と「北」で

これだけ違う輸送事情

「
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
が
発
足
」

（
昭
和
44
年
８
月
27
日
）

基
幹
的
輸
送
手
段
と
し
て
の

地
位
を
確
立
す
る
ま
で
に
成

長
し
た
︒
44
年
８
月
に
は
︑

日
ト
協
と
全
国
陸
運
貨
物
協

会
︑
全
国
貨
物
運
送
事
業
組

合
連
合
会
が
一
本
化
さ
れ
︑

新
団
体
﹁
社
団
法
人
全
日
本

ト
ラ
ッ
ク
協
会
﹂
と
な
っ
た
︒

　

平
成
に
入
り
︑
バ
ブ
ル
景

気
が
崩
壊
し
た
後
は
︑
輸
送

需
要
が
伸
び
悩
ん
だ
︒
そ
の

一
方
︑
平
成
２
年
12
月
に
施

行
さ
れ
た
物
流
二
法
は
新
規

参
入
事
業
者
急
増
・
市
場
競

争
激
化
を
も
た
ら
し
︑
運
賃

水
準
が
低
下
し
た
︒
さ
ら
に
︑

近
年
は
少
子
高
齢
化
に
よ
る

労
働
力
人
口
の
減
少
に
伴
い
︑

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足

に
悩
ま
さ
れ
る
な
ど
︑
ト
ラ

ッ
ク
運
送
業
界
を
取
り
巻
く

経
営
環
境
は
厳
し
い
︒

　

全
ト
協
で
は
︑
昨
年
６
月

に
就
任
し
た
坂
本
克
己
会
長

を
先
頭
に
︑
①
貨
物
自
動
車

運
送
事
業
の
適
正
な
運
営
お

よ
び
公
正
な
競
争
を
確
保
す

る
こ
と
に
よ
る
事
業
の
健
全

な
発
展
の
促
進
︑
②
公
共
の

福
祉
に
寄
与
す
る
た
め
の
事

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
︑
昭
和
23
年

２
月
17
日
の
創
立
以
来
︑
今
年
で
70
周
年

を
迎
え
る
（
設
立
当
時
の
名
称
は
日
本
ト

ラ
ッ
ク
協
会
︒
以
下
︑
日
ト
協
）︒

　
﹁
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者
相
互
の
協

調
連
絡
に
よ
っ
て
事
業
の
健
全
な
発
達
を

図
る
﹂
こ
と
を
目
的
に
設
立
さ
れ
た
日
ト

協
は
︑
44
年
に
全
ト
協
と
な
り
︑
ト
ラ
ッ

ク
運
送
業
界
を
取
り
巻
く
諸
課
題
の
克
服

に
向
け
て
積
極
的
に
対
策
を
推
進
し
て
き

た
︒
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
健
全
な
発
展

と
と
も
に
︑
社
会
に
貢
献
し
︑
社
会
と
共

生
で
き
る
事
業
を
育
成
し
て
い
く
た
め

に
︑
全
ト
協
で
は
今
後
も
様
々
な
取
り
組

み
を
加
速
さ
せ
て
い
く
︒

　

な
お
︑﹃
広
報
と
ら
っ
く
﹄
で
は
今
号

か
ら
︑
全
ト
協
70
年
の
歴
史
を
振
り
返
る

企
画
を
連
載
す
る
（
別
項
）︒

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
に
お

け
る
中
央
団
体
と
し
て
︑
か

つ
て
は
昭
和
23
年
に
創
立
さ

れ
た
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

（
日
ト
協
）
の
ほ
か
︑
全
国

陸
運
貨
物
協
会
と
全
国
貨
物

運
送
事
業
組
合
連
合
会
が
あ

っ
た
︒

　

こ
れ
ら
３
団
体
は
︑
そ
れ

ぞ
れ
に
歴
史
を
積
み
重
ね
て

き
た
︒
し
か
し
︑
昭
和
30
年

代
以
降
の
高
度
経
済
成
長
期

と
と
も
に
大
き
く
成
長
を
遂

げ
た
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
に

は
︑
時
代
の
変
化
に
対
応
し

た
法
律
改
正
へ
の
対
処
や
業

界
の
近
代
化
推
進
な
ど
︑
解

決
す
べ
き
様
々
な
難
問
が
山

積
し
て
い
た
︒

　

３
団
体
は
︑﹁
今
こ
そ
業

界
が
一
致
団
結
し
て
こ
れ
ら

の
課
題
に
立
ち
向
か
う
べ
き
﹂

と
判
断
︒
42
年
秋
以
来
︑
３

団
体
の
一
本
化
に
向
け
て
話

し
合
い
を
進
め
た
︒
そ
の
結

果
︑
社
団
法
人
格
を
持
っ
て

い
た
日
ト
協
が
定
款
変
更
を

行
う
こ
と
に
よ
り
︑
全
国
２

万
３
０
０
０
事
業
者（
当
時
）

の
唯
一
の
中
央
団
体
と
し
て

﹁
社
団
法
人
全
日
本
ト
ラ
ッ

ク
協
会
﹂
を
発
足
さ
せ
る
こ

と
と
な
っ
た
︒

　

44
年
８
月
27
日
︑
全
ト
協

は
東
京
・
永
田
町
の
東
京
ヒ

ル
ト
ン
ホ
テ
ル
真
珠
の
間
で

創
立
総
会
を
開
催
︒
新
会
長

と
し
て
塚
原
俊
郎
衆
議
院
議

員
を
迎
え
た
︒
塚
原
会
長
は

就
任
あ
い
さ
つ
で
︑﹁
３
団
体

が
一
本
化
と
な
っ
て
強
固
と

な
り
︑強
い
力
を
得
た
現
在
︑

事
業
者
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に

な
っ
て
与
え
ら
れ
た
問
題
を

解
決
し
よ
う
と
思
い
ま
す
﹂

と
︑
業
界
け
ん
引
役
と
し
て

の
強
い
決
意
を
語
っ
た
︒

　

こ
れ
に
よ
り
︑
ト
ラ
ッ
ク

運
送
業
界
の
中
央
団
体
は
全

ト
協
に
一
本
化
さ
れ
︑
業
界

を
取
り
巻
く
様
々
な
問
題
に

対
処
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
︒

　

全
ト
協
の
前
身
と
な
る
日

ト
協
の
創
立
以
降
︑
本
年
ま

で
の
70
年
間
の
沿
革
は
︑
表

の
通
り
で
あ
る
︒

　

昭
和
23
年
２
月
17
日
に
発

足
し
た
日
ト
協
は
︑
戦
後
の

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
近
代

化
に
尽
力
︒
昭
和
30
年
代
以

降
の
高
度
経
済
成
長
期
に
入

る
と
︑
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
は
鉄

道
お
よ
び
内
航
海
運
の
補
助

的
輸
送
手
段
か
ら
脱
却
し
︑

業
の
実
施
︑
③
事
業
者
の
社

会
的
・
経
済
的
地
位
の
向
上

お
よ
び
会
員
相
互
の
連
絡
協

調
の
緊
密
化
︱
︱
を
図
り
な

が
ら
︑
こ
れ
か
ら
も
会
員
事

業
者
が
必
要
と
す
る
あ
ら
ゆ

る
分
野
を
事
業
対
象
に
︑
よ

り
良
い
輸
送
・
経
営
環
境
づ

く
り
に
向
け
て
の
取
り
組
み

を
強
化
し
て
い
く
︒

（
紙
面
は
﹃
ト
ラ
ッ
ク
時
報
﹄
昭
和

44
年
９
月
３
日
号
１
面
）

『
機
関
紙
』は
こ
う
伝
え
た

創立70周年を迎えて
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
産
業
の
課
題
克
服
に
向
け
事
業
を
推
進

様
々
な
施
策
を
通
じ

魅
力
あ
ふ
れ
る
業
界
実
現
へ

全ト協

第１回
　

平
成
30
年
︑
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

創
立
70
周
年
を
迎
え
ま
す
︒
こ
れ
ま
で
の

70
年
の
歴
史
の
中
に
は
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送

業
界
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
様
々
な
ト

ピ
ッ
ク
が
あ
り
ま
し
た
︒

　

本
企
画
で
は
︑﹃
ト
ラ
ッ
ク
時
報
﹄﹃
ト

ラ
ッ
ク
輸
送
情
報
﹄﹃
広
報
と
ら
っ
く
﹄
な

ど
︑
全
ト
協
の
歴
代
機
関
紙
の
記
事
の
中

か
ら
︑
様
々
な
ト
ピ
ッ
ク
を
取
り
上
げ
て

い
き
ま
す
︒

　

第
1
回
目
と
な
る
今
回
は
︑
昭
和
44
年

8
月
27
日
の
﹁
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
発

足
﹂
に
つ
い
て
︑
当
時
の
全
ト
協
機
関
紙

﹃
ト
ラ
ッ
ク
時
報
﹄か
ら
振
り
返
り
ま
す
︒

70
周
年
記
念
連
載

全ト協

◎昭和23年2月　
・日本トラック協会が発足
◎昭和24年7月
・国鉄トラックによる民間事業への参入中止方を当局に陳情
◎昭和27年3月
・「輸送秩序確立全国トラック事業者大会」を開催。「全国トラック輸送秩序確
立本部」を設置
◎昭和29年7月　
・社団法人として新発足
◎昭和33年5月　
・ＩＲＵ（国際道路輸送連盟）に加盟
◎昭和37年5月
・トラック会館が東京都新宿区四谷3丁目2番地に完成
◎昭和44年8月　
・社団法人日本トラック協会、全国陸運貨物協会、全国貨物運送事業組合連合
会が一本化、新団体「社団法人全日本トラック協会」が発足
◎昭和44年10月
・「第1回全国トラックドライバー・コンテスト」を実施
◎昭和50年11月
・運輸大臣から公労協ストに対処するため、全ト協と11道県ト協に対し、緊急輸
送命令発動（昭和48・4・27、昭和49・4・11に次いで3度目）。トラックによ
る振替輸送は1,399件、1万4,384トンに
◎昭和51年3月
・「交付金対策中央委員会」を開催し、交付金の完全収受と有効運用体制を確
立。地方には「交付金対策地方委員会」を設置
◎昭和56年4月
・財団法人貨物自動車運送事業振興センター設立
◎昭和62年3月
・「売上税絶対反対全国総決起大会」を開催
◎平成2年1月
・「新事業法実施対策本部」を設置
◎平成2年12月
・物流二法（貨物自動車運送事業法、貨物運送取扱事業法）施行
・運行管理者試験業務の指定試験機関として、運輸大臣
  （当時）の指定を受ける
・貨物自動車運送適正化事業の全国実施機関として、運輸大臣（当時）の指定
を受ける
◎平成3年3月
・「第１回運行管理者試験」（国家試験）実施
◎平成3年10月
・ネットワークＫＩＴが本格稼働
◎平成4年2月
・「第１回全国物流青年経営者交流会」を開催
◎平成4年5月
・10月9日を「トラックの日」に制定
◎平成6年2月
・高速道路料金値上げ反対で「全国総決起大会」を開催。日比谷公会堂に
3,000人結集、車両デモも
◎平成6年4月
・高速道路料金値上げ絶対反対の130万人分の署名を運輸、建設両大臣と道
路公団総裁に提出
◎平成7年1月
・阪神・淡路大震災で、全国から延べ1万1,619台のトラックが緊急物資輸送
◎平成7年7月
・東京・新宿エルタワー19階に移転
◎平成7年9月
・阪神・淡路大震災の緊急物資輸送で内閣総理大臣表彰を受ける
◎平成8年9月　
・「第１回全国トラック運送事業者大会」を開催
◎平成8年12月
・インターネットのホームページ開設

◎平成9年1月
・「ナホトカ号」重油流出事故に伴い、「重油漂着緊急対策本部」を設置（福井
ほか9県）
◎平成9年5月
・東京・日比谷公会堂で、「軽油引取税の暫定税率7円80銭の撤廃を求める総
決起大会」を開催、330万人の署名を集める
◎平成10年2月
・協会創立50周年
◎平成10年3月
・アメリカトラック協会（ATA）との共催により、ハワイで「第１回貨物輸送会
議」を開催
◎平成10年12月
・第１期物流経営士として186人を認定
◎平成13年4月
・財団法人運行管理者試験センターに運行管理者試験（国家試験）業務を移管
◎平成14年5月
・東京・日比谷公会堂で「経営危機突破総決起大会」を開催
◎平成15年10月
・トラック運送事業者大会を記念して、三重県いなべ市で「トラックの森」植樹
式。以後、毎回開催地ブロックで植樹
◎平成15年12月
・貨物自動車運送事業安全性評価事業（Gマーク制度）で、1,676事業所を第1
回「安全性優良事業所」に認定
◎平成16年1月
・ネットワークＫＩＴをインターネット対応のWebKITに移行
◎平成16年4月
・IRU「第29回世界大会」を横浜市で開催
◎平成20年8月
・業界史上初の「燃料価格高騰による経営危機突破全国一斉行動」を展開
◎平成21年11月
・「トラック事業における総合安全プラン2009」策定
◎平成22年6月～8月
・宮崎県で発生した家畜伝染病「口蹄疫」発生による災害救済のため、中央近
代化基金「激甚災害融資事業」を実施
◎平成23年3月
・「東日本大震災」発生の翌日以降、全国から延べ１万台を超えるトラックが緊
急物資輸送
◎平成23年8月　
・「運輸事業の振興の助成に関する法律」が成立
◎平成23年12月
・災害時の緊急輸送司令塔として、東京・四谷に「全日本トラック総合会館」
（全日本トラック防災・研修センター）着工
◎平成24年4月　
・公益社団法人へ移行
◎平成24年7月
・東日本大震災発生後の緊急物資輸送に、業界を挙げて貢献したことが称えら
れ、「平成24年防災功労者内閣総理大臣表彰」
◎平成25年5月
・自由民主党本部で「軽油価格高騰経営危機突破全国総決起大会」を開催
◎平成25年6月
・東日本大震災での緊急物資輸送の功績が認められ、「IRUグランプリ賞」を受
賞
◎平成26年7月
・「全日本トラック総合会館」（全日本トラック防災・研修センター）竣工
◎平成26年8月
・災害対策基本法に基づき、内閣総理大臣より「指定公共機関」に指定される
◎平成26年12月
・貨物自動車運送事業安全性評価事業（Ｇマーク制度）で、認定事業所数が初
めて2万事業所を超える
・引越事業者優良認定制度（引越安心マーク）で、1,739事業所を第1回認定事
業所に認定
◎平成28年4月
・「平成28年熊本地震」で、全国から約1,300台のトラックが緊急物資輸送

表　全日本トラック協会沿革
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ニ
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ニ
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N
ew

s 2018.1.1—
1.15

法
令
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト ～飲酒運転編～

法令　　  クイズ
マル　 バツ

❶  飲酒をしても、その後6時間以上経過していれば運転しても差し
支えない。（ ○・× ）

❷  飲酒をしても、身体に保有するアルコール量が呼気1リットルに
つき0.15ミリグラム未満であれば、運転しても差し支えない。　
（ ○・× ）

❸  身体に保有するアルコール量が呼気1リットルにつき0.25ミリグ
ラム以上の酒気帯び運転の違反点数は25点で免許取消し処分とな
るが、免許試験を受けて合格すれば、1年以内に免許を再取得で
きる。（ ○・× ）

❹  酒酔い運転をしても事故を起こさなければ、「懲役5年以下の懲
役又は100万円以下の罰金」の罰則は適用されない。（ ○・× ）

❺  酒気帯び運転するおそれのある人に酒類を提供したり、飲酒をす
すめてはならない。（ ○・× ）

（解答は７面）

物流ジャーナリスト　森田 富士夫

　

労
働
時
間
短
縮
は
業
界
の
大
き

な
課
題
だ
︒
対
応
策
と
し
て
は
︑

フ
ェ
リ
ー
利
用
や
中
継
輸
送
の
導

入
な
ど
が
あ
る
︒

　

そ
の
よ
う
な
な
か
で
︑
九
州
～

首
都
圏
の
長
距
離
輸
送
を
ツ
ー
マ

ン
運
行
に
し
て
︑
労
働
時
間
を
ク

リ
ア
し
て
い
る
事
業
者
が
い
る
︒

同
社
は
﹁
ツ
ー
マ
ン
運
行
は
安
全

管
理
を
第
一
に
考
え
て
い
る
か
ら
﹂

と
い
う
︒
だ
が
︑﹁
ツ
ー
マ
ン
運
行

で
採
算
が
取
れ
る
の
か
﹂
と
い
う

の
が
大
方
の
率
直
な
疑
問
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
︒
そ
の
点
に
つ
い
て
︑

同
社
は
﹁
ツ
ー
マ
ン
で
車
両
の
稼

働
効
率
を
高
め
て
運
賃
収
入
を
増

や
し
︑黒
字
に
し
て
い
る
﹂と
い
う
︒

　

こ
の
事
業
者
が
ツ
ー
マ
ン
で
運

行
し
て
い
る
九
州
～
首
都
圏
の
長

距
離
輸
送
は
︑
大
手
事
業
者
の
拠

点
間
輸
送
の
仕
事
で
あ
る
︒
し
た

が
っ
て
︑
同
じ
仕
事
を
請
け
て
い

る
他
社
よ
り
運
賃
が
高

い
わ
け
で
は
な
い
︒﹁
車

両
の
回
転
率
を
高
め
る

こ
と
で
運
賃
収
入
を
増

や
す
﹂
と
い
う
オ
ペ
レ

ー
シ
ョ
ン
が
ポ
イ
ン
ト

で
あ
る
︒

　

九
州
～
首
都
圏
を
毎

日
走
行
し
て
い
る
の
は

往
路
２
台
と
復
路
２
台

の
計
４
車
両
で
あ
る
︒
ツ
ー
マ

ン
乗
務
な
の
で
︑
１
人
が
休
息

し
て
い
る
時
間
で
も
も
う
１
人

の
ド
ラ
イ
バ
ー
が
運
転
を
続
け

ら
れ
る
︒
ま
た
︑
１
人
が
休
息

中
で
は
ダ
メ
だ
が
︑
そ
う
で
な

い
時
間
帯
な
ら
１
人
の
ド
ラ
イ

バ
ー
が
連
続
ハ

ン
ド
ル
時
間
に

達
し
て
休
憩
し

て
も
︑
も
う
１

人
と
交
代
す
れ

ば
ト
ラ
ッ
ク
は

走
り
続
け
る
こ

と
が
可
能
だ
︒

こ
の
よ
う
に
し

て
︑
九
州
～
首

都
圏
の
所
要
時

間
を
片
道
17
～

18
時
間
に
し
て

い
る
︒
１
人
で

は
休
憩
︑
休
息

な
ど
法
令
を
遵

守
す
る
と
５
日

運
行
だ
が
︑
ツ

ー
マ
ン
な
ら
法
令
を
遵
守
し
︑

安
全
の
徹
底
を
図
っ
て
も
３
日

運
行
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
︒

　

さ
ら
に
﹁
帰
っ
て
き
た
車
両

に
︑
他
の
ド
ラ
イ
バ
ー
た
ち
が

乗
務
し
て
走
る
︒
そ
の
た
め
︑

当
社
の
ツ
ー
マ
ン
運
行
の
車
両

は
年
間
走
行
距
離
が
30
万
㌔
㍍
を

超
え
て
い
る
﹂︒
ド
ラ
イ
バ
ー
に
は

労
働
時
間
の
制
約
が
あ
る
が
︑
ト

ラ
ッ
ク
は
フ
ル
に
稼
働
さ
せ
て
も

か
ま
わ
な
い
︒
こ
の
よ
う
に
車
両

の
回
転
率
を
上
げ
て
運
賃
収
入
を

増
や
し
︑
１
か
月
単
位
で
収
支
を

黒
字
に
し
て
い
る
︒
車
両
オ
ペ
レ

ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
生
産
性
向
上
だ
︒

　

で
は
︑
ツ
ー
マ
ン
乗
務
の
ド
ラ

イ
バ
ー
は
ど
う
か
︒
同
社
で
は
様

々
な
工
夫
と
努
力
を
し
て
い
る
︒

そ
の
１
つ
が
洗
車
で
︑﹁
次
に
乗
務

す
る
人
の
た
め
に
︑
運
転
席
も
洗

剤
で
掃
除
す
る
﹂︒
同
乗
す
る
ド

ラ
イ
バ
ー
同
士
の
相
性
な
ど
も
大

き
な
要
素
で
︑
タ
バ
コ
は
お
互
い

に
車
外
で
吸
う
よ
う
に
し
て
い
る

と
い
う
︒
車
両
面
で
の
気
配
り
で

は
﹁
ハ
イ
ル
ー
フ
で
空
間
の
高
い

車
両
に
し
て
圧
迫
感
を
少
な
く
し

て
い
る
﹂︒
採
用
時
に
も
ツ
ー
マ
ン

運
行
を
前
提
に
︑
運
送
業
界
の
未

経
験
者
を
採
用
す
る
︒

　

賃
金
体
系
は
︑
月
給
と
走
行
距

離
１
㌔
㍍
当
た
り
の
手
当
を
基
本

に
し
て
い
る
︒
１
㌔
㍍
当
た
り
の

手
当
が
深
夜
や
残
業
代
を
含
む
単

価
に
し
て
あ
る
の
で
︑﹁
１
㌔
㍍
当

た
り
手
当
×
走
行
距
離
﹂
で
残
業

割
増
な
ど
を
ク
リ
ア
し
て
い
る
と

い
う
︒

第
201
回

長距離２人乗務で時短と採算を克服

　あなたは周囲が積雪している道路を走行しています。雪は降ってい
ませんが、風に吹き上げられた雪（地吹雪）が視界を悪化させてい
ます。この場面にはどのような危険がありますか。また、危険を避け
るためにはどのような運転をすればよいでしょうか。考えてみましょう。

状 

況

〔第 95回〕「地吹雪の道路を走行」

（解説・３面）

◆どのような運転をすれば危険を避けることができますか？

◆どのような危険がありますか？

あなたならどうしますか？
危険予知訓練（KYT）シート：交通事故防止編

☟
こ
の
角
を
基
準
に
拡
大
率
を
141
％
に
設
定
す
る
と
、
A4
サ
イ
ズ
で
プ
リ
ン
ト
で
き
ま
す
。

　

国
土
交
通
省
と
全
日
本
ト

ラ
ッ
ク
協
会
は
こ
の
ほ
ど
︑

荷
主
業
界
に
お
い
て
︑
最
大

積
載
量
と
特
殊
車
両
通
行
許

可
制
度
の
許
可
限
度
値
と
の

違
い
が
認
識
さ
れ
て
い
な
い

場
合
が
多
い
こ
と
か
ら
︑
啓

発
チ
ラ
シ
（
写
真
）
を
作
成

し
た
（
全
ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
）︒

　
﹁﹃
積
め
る
重
さ
﹄
と
﹃
運

べ
る
重
さ
﹄は
違
い
ま
す
！
﹂

を
メ
イ
ン
コ
ピ
ー
に
︑
道
路

運
送
車
両
法
が
定
め
る
最
大

積
載
量
（
＝
積
め
る
重
さ
）

と
︑
道
路
法
が
定
め
る
特
殊

車
両
通
行
許
可
に
よ
る
重
量

（
＝
運
べ
る
重
さ
）
の
違
い

を
︑
図
も
交
え
て
分
か
り
や

す
く
解
説
︒
荷
主
へ
向
け
︑

適
切
な
積
載
へ
の
理
解
と
協

力
を
求
め
る
内
容
と
な
っ
て

い
る
︒

（
埼
玉
県
ト
協
が
車
両
を
手

配
）
の
ほ
か
︑
地
震
に
よ
り

国
道
が
不
通
と
な
っ
た
場
合

を
想
定
し
︑
陸
上
自
衛
隊
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
空
輸
も

行
わ
れ
た
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
や
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

で
運
ば
れ
て
き
た
物
資
は
︑

佐
川
急
便
の
大
型
配
送
セ
ン

タ
ー
で
効
率
的
に
仕
分
け
が

交
通
事
故
死
者
数
は

３
６
９
４
人

昭
和
23
年
統
計
開
始

以
降
で
最
小
に

　

警
察
庁
は
１
月
４
日
︑
平

成
29
年
中
の
交
通
事
故
死
者

数
を
発
表
し
た
︒

　

こ
れ
に
よ
る
と
交
通
事
故

死
者
数（
24
時
間
以
内
）は
︑

28
年
中
に
比
較
し
て
２
１
０

人
減
少
し
３
６
９
４
人
と
な

り
︑
同
庁
が
昭
和
23
年
に
統

行
わ
れ
︑
避
難
所
ま
で

輸
送
す
る
２
㌧
ト
ラ
ッ

ク
へ
と
積
み
込
ま
れ
た
︒

な
お
︑
さ
い
た
ま
市
は

佐
川
急
便
と
災
害
時
の

﹁
緊
急
物
資
輸
送
協

定
﹂を
締
結
し
て
お
り
︑

市
で
は
災
害
時
に
佐
川

急
便
の
営
業
所
を
︑
市

内
の
避
難
所
ま
で
の
二

次
輸
送
拠
点
と
し
て
活

用
す
る
予
定
︒

　

訓
練
終
了
後
の
講
評

で
は
︑
重
田
雅
史
国
交

省
大
臣
官
房
物
流
審
議
官
が
︑

﹁
熊
本
地
震
の
際
に
も
︑
物

資
輸
送
拠
点
か
ら
避
難
所
ま

で
の
二
次
輸
送
が
課
題
と
な

計
を
開
始
し
て
以
降
︑
最
小

と
な
っ
た
︒
交
通
事
故
死
者

数
は
︑
ピ
ー
ク
時
は
１
万
６

千
人
を
超
え
て
い
た
が
︑
平

成
８
年
以
降
は
継
続
し
て
１

万
人
を
下
ま
わ
る
よ
う
に
な

り
︑
近
年
は
５
０
０
０
人
以

下
で
推
移
し
28
年
３
９
０
４

人
︑
29
年
３
６
９
４
人
と
︑

２
年
連
続
で
４
千
人
を
切
り
︑

特
に
29
年
は
史
上
最
小
と
な

っ
た
︒

　

な
お
︑
都
道
府
県
別
に
み

る
と
︑
死
者
数
が
１
番
少
な

か
っ
た
の
は
島
根
で
17
人
︒

次
い
で
鳥
取
26
人
︑
高
知
29

人
︑
秋
田
30
人
︑
石
川
・
徳

島
34
人
の
順
︒
一
方
︑
最
も

 

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
検
定
２
級

試
験
を
実
施

陸
災
防

　

陸
上
貨
物
運
送
事
業
労
働

災
害
防
止
協
会
（
陸
災
防
）

は
現
在
︑
３
月
９
日
㈮
に
実

施
す
る
﹁
リ
ー
チ
フ
ォ
ー
ク

リ
フ
ト
荷
役
技
能
検
定
２
級

試
験
﹂
お
よ
び
﹁
カ
ウ
ン
タ

死
者
数
が
多
か
っ
た
の
は
愛

知
の
２
０
０
人
︒
次
い
で
埼

玉
１
７
７
人
︑
東
京
１
６
４

人
︑
兵
庫
１
６
１
人
︑
千
葉

１
５
４
人
と
な
っ
た
︒

ー
バ
ラ
ン
ス
式
フ
ォ
ー
ク
リ

フ
ト
荷
役
技
能
検
定
２
級
学

科
試
験
﹂
の
受
験
申
請
を
受

け
付
け
て
い
る
（
学
科
試
験

は
共
通
）︒

　

同
検
定
は
︑
フ
ォ
ー
ク
リ

フ
ト
運
転
技
能
講
習
修
了
者

等
を
対
象
に
︑
よ
り
安
全
で

正
確
か
つ
迅
速
な
作
業
を
評

価
・
認
定
し
︑
労
働
災
害
の

防
止
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
制
度
で
︑
従
来
実

施
し
て
い
た
カ
ウ
ン
タ
ー
バ

ラ
ン
ス
式
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト

で
の
検
定
に
加
え
︑
今
回
か

ら
埼
玉
︑
愛
知
（
愛
知
の
実

技
は
３
月
６
日
㈫
実
施
）
で

リ
ー
チ
式
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト

に
よ
る
検
定
を
実
施
す
る
︒

　

申
し
込
み
期
限
は
２
月
27

日
㈫（
締
切
日
消
印
有
効
）︒

受
験
案
内
の
詳
細
や
お
問
い

合
わ
せ
は
︑
陸
災
防
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
お
よ
び
陸
災
防
（
☎

03
・
３
４
５
５
・
３
８
５
７
）

ま
で
︒

N
ew

s 2018.1.1—
1.15

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

　

国
土
交
通
省
は
１
月
11

日
︑
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
と

の
共
催
で
︑
首
都
直
下
地
震

を
想
定
し
て
の
プ
ッ
シ
ュ
型
支

援
物
資
輸
送
訓
練
を
実
施
し

た
︒
同
訓
練
に
は
全
日
本
ト

ラ
ッ
ク
協
会
の
ほ
か
︑
埼
玉

県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
︑
佐
川
急

便
㈱
な
ど
も
参
加
し
た
︒

　

同
訓
練
は
︑
前
日
16
時
に

首
都
直
下
地
震
が
発
生
し
た

こ
と
を
想
定
し
て
実
施
︒
さ

い
た
ま
市
か
ら
の
要
請
を
受

け
︑
埼
玉
県
熊
谷
市
に
あ
る

県
広
域
物
資
輸
送
拠
点
か
ら

佐
川
急
便
さ
い
た
ま
営
業
所

（
さ
い
た
ま
市
西
区
）
ま
で

物
資
を
輸
送
︒
営
業
所
内
で

仕
分
け
を
行
っ
た
上
で
︑
市

内
の
避
難
所
ま
で
ト
ラ
ッ
ク

で
物
資
を
輸
送
し
た
︒

　

な
お
︑
県
広
域
物
資
輸
送

拠
点
か
ら
佐
川
急
便
さ
い
た

ま
営
業
所
ま
で
は
︑
国
道
17

号
経
由
の
ト
ラ
ッ
ク
輸
送

プ
ッ
シ
ュ
型
支
援
物
資
　
　

　
　  

　
　
輸
送
訓
練
を
実
施

ラ
ス
ト
マ
イ
ル
問
題
解
消
を
目
指
す

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
　

　
　
　
　
緊
急
物
資
輸
送

大
分
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

　

大
分
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

（
青
木
建
会
長
）
は
︑
香
川

県
さ
ぬ
き
市
で
確
認
さ
れ
た

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
に
対
応
し
︑10
㌧
車
３
台
︑

17
㌧
ト
レ
ー
ラ
１
台
で
緊
急

物
資
輸
送
を
行
っ
た
︒
大
分

県
ト
協
は
︑
10
日
に
農
林
水

産
省
の
依
頼
を
受
け
︑
ミ
ッ

ペ
ー
ル
容
器
（
感
染
性
廃
棄

物
処
理
容
器
）
６
０
０
０
箱

を
︑
大
分
県
竹
田
市
か
ら
香

川
県
木
田
郡
東
部
家
畜
保
健

衛
生
所
ま
で
輸
送
︒
11
日
か

ら
12
日
未
明
に
か
け
て
輸
送

を
完
了
し
た
︒
こ
の
度
の
鳥

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
事
例
に
つ
い

て
は
︑全
国
で
今
季
１
例
目
︑

四
国
で
の
発
生
は
初
め
て
︒

　

同
省
は
︑
高
病
原
性
鳥
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
お
よ
び
低
病

原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

関
す
る
特
定
家
畜
伝
染
病
防

疫
指
針
に
基
づ
き
︑
当
該
農

場
の
肉
用
鶏
約
５
・
１
万
羽

と
当
該
農
場
の
関
連
農
場
の

肉
用
鶏
約
４
万
羽
に
つ
い
て

殺
処
分
し
た
︒

っ
た
︒
今
回
は
非
常
に
実
り

の
多
い
訓
練
と
な
っ
た
︒﹃
ラ

ス
ト
マ
イ
ル
問
題
﹄
の
解
消

の
た
め
に
は
︑
関
係
機
関
の

連
携
が
必
要
で
あ
り
︑
今
後

も
さ
ら
に
連
携
強
化
で
き
る

よ
う
︑
国
交
省
と
し
て
も
取

り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
﹂

と
述
べ
た
︒

道路運送車両法 ～車 両を守るためのルール～ 

例えば

橋の重量制限が３ トンの場合

車両総重量が３８トンを

超える車は通行できません。

（固縛器具等も含めた重量です）

車両総重量

（これらの数値は車検証に記載されています。）

道路も車両も大切なパートナー

適正重量を守って通行しましょう

◆最大積載量は、車両が安全に走行するために 

   積載できる荷物の限度重量です。 

道 路 法 ～道 路を守るためのルール～ 

『積める重さ』 ＝ 最大積載量

『運べる重さ』 ＝ 特殊車両通行許可による重量（車両総重量）

４０トン

◆過積載運行は、制動力の低下やバランスを 

   崩しやすくなり重大事故の原因になる可能性があります。 

40ｔ 

許可重量＝３８トン 

◆許可重量は、橋などの道路構造物への影響等を考えて、道路管理者が許可 

  した限度重量です。 

  通行経路によっては最大積載量の荷物を積むことが出来ません。 

（許可重量は許可証に記載されています。）

あれも一緒にお願い。
まだ最大積載量まで
積んでないから過積載
にならないでしょ？

積んでしまうと
あそこの橋が渡れないな・・・

荷主のみなさん！ 
無理なお願いしていませんか？ 

大型車１台が軸重１０トンの基準よりも２トン

超過した場合、橋に与える影響は、軸重１０トン

車の約９台分に相当し、わずかな重量オーバーで

あっても道路へのダメージが大きくなります。

※総重量とは別に「軸重」にも 
 制限があります。 

■
新
名
神
高
速
に
も

雪
の
影
響
が
あ
る

　

関
个
原
を
通
行
す
る
名
神

高
速
道
路
で
は
︑
冬
に
は
雪

の
影
響
が
見
込
ま
れ
る
た

め
︑
名
神
高
速
道
路
を
通
行

す
る
際
に
は
冬
用
タ
イ
ヤ
の

装
着
・
タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー
ン
の

携
行
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
︒

　

一
方
︑
名
神
高
速
道
路
よ

り
も
南
側
を
通
る
新
名
神
高

速
道
路
の
場
合
︑
関
西
以
西

の
雪
の
少
な
い
地
域
か
ら
伊

勢
湾
方
面
の
暖
か
い
イ
メ
ー

ジ
の
地
域
を
通
る
こ
と
か
ら
︑

﹁
新
名
神
高
速
な
ら
大
丈
夫

だ
ろ
う
﹂
と
冬
用
タ
イ
ヤ
の

装
着
・
タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー
ン
の

携
行
を
怠
る
ド
ラ
イ
バ
ー
が

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
︒

　

し
か
し
︑
特
に
新
名
神
高

速
の
亀
山
Ｊ
Ｃ
Ｔ
～
甲
賀
土

山
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
（
Ｉ

Ｃ
）
間
で
は
︑
日
本
海
側
の

若
狭
湾
か
ら
長
時
間
雪
雲
が

流
れ
込
む
こ
と
が
多
く
︑
関

个
原
と
同
じ
よ
う
に
大
雪
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
︒

■
新
名
神
高
速
は
山
岳
道
路

雪
道
へ
の
備
え
を
万
全
に

　

新
名
神
高
速
は
山
岳
部
を

通
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
︑
気

温
が
東
名
高
速
道
路
や
東
名

阪
自
動
車
道
よ
り
も
か
な
り

　

新
名
神
高
速
道
路
（
亀
山
ジ
ャ
ン
ク

シ
ョ
ン
（
Ｊ
Ｃ
Ｔ
）
～
草
津
Ｊ
Ｃ
Ｔ
間
）

で
は
、
平
成
27
年
・
28
年
に
雪
の
影
響

で
３
回
の
通
行
止
め
が
発
生
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
冬
用
タ
イ
ヤ
や
タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー

ン
を
装
着
し
て
い
な
い
ト
ラ
ッ
ク
等
の
大

型
車
が
、
ス
リ
ッ
プ
な
ど
に
よ
り
車
線
を

塞
い
だ
こ
と
が
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

新
名
神
高
速
を
走
行
す
る
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ

イ
バ
ー
は
、
早
め
に
冬
用
タ
イ
ヤ
を
装
着

し
、
タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー
ン
を
携
行
す
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
冬
は
各
地
で
大
雪
に
見
舞
わ
れ

て
お
り
、
走
行
の
際
に
は
特
に
注
意
が

必
要
で
す
。
大
雪
に
よ
る
交
通
事
故
や

ス
リ
ッ
プ
、
立
ち
往
生
な
ど
が
発
生
し
た

場
合
、
周
辺
道
路
の
大
渋
滞
を
招
き
、

迂
回
路
の
な
い
地
域
で
は
大
混
乱
を
来

し
ま
す
。
新
名
神
高
速
を
は
じ
め
、
降

雪
地
域
を
運
行
す
る
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ

ー
の
皆
さ
ん
は
、
こ
の
時
期
に
ふ
さ
わ
し

い
雪
道
対
策
の
徹
底
を
お
願
い
し
ま
す
。

新
名
神
高
速
走
行
時
に
は

冬
用
タ
イ
ヤ
装
着
・
チ
ェ
ー
ン
携
行
を
！

NEXCO中日本
からのお知らせ

低
く
な
り
ま
す
︒
ま
た
︑
道

路
の
勾
配
も
き
つ
い
た
め
︑

冬
期
の
走
行
に
は
十
分
な
注

意
が
必
要
で
す
︒

　

新
名
神
高
速
を
通
行
す
る

際
に
は
︑
事
前
に
降
雪
情
報

を
確
認
し
︑
冬
用
タ
イ
ヤ
の

装
着
・
タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー
ン
の

携
行
を
お
願
い
し
ま
す
︒

（
１
月
15
日
〜
１
月
31
日
）

▽
１
月
18
日

・
正
副
会
長
会
議

・
第
３
回
総
務
委
員
会

▽
１
月
23
日

・
平
成
30
年
新
年
賀
詞
交
歓
会

トラックで運ばれてきた物資はベルトコンベア（手前）で運ば
れる

佐川急便さいたま営業所に着陸した陸上自衛隊のヘリコプ
ター㊨

自衛隊隊員と佐川急便の社員が連携してトラックへの積み替
え作業を行う

荷
主
業
界
向
け
　
　
　
　
　

　
　
　
啓
発
チ
ラ
シ
を
作
成

全
ト
協
・
国
交
省
連
名
で
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

時

こ
こ
ま
で
来
た

新
代

天天
然然
ガ
ス
ト
ラ
ッ
ク

ガ
ス
ト
ラ
ッ
ク

　

ア
サ
ヒ
ロ
ジ
㈱
は
︑
ア
サ
ヒ
グ
ル

ー
プ
の
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
部
門
を
担

当
し
て
お
り
︑
全
国
を
網
羅
し
た

配
送
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
大
規
模
幹

線
輸
送
力
と
い
う
事
業
イ
ン
フ
ラ

に
加
え
︑
環
境
性
︑
経
済
性
な
ど

を
考
慮
し
︑
ラ
イ
バ
ル
関
係
に
あ

る
ビ
ー
ル
メ
ー
カ
ー
４
社
が
共
同

配
送
を
行
う
な
ど
︑
新
し
い
取
り

組
み
を
実
施
し
て
い
ま
す
︒

▽
会
社
沿
革

　

当
社
は
︑
旧
ア
サ
ヒ
カ
ー
ゴ
サ

ー
ビ
ス
４
社
が
50
年
余
り
築
き
上

げ
て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
︑
サ
ー
ビ
ス

基
盤
と
し
て
平
成
18
年
に
設
立
し
︑

創
業
以
来
ア
サ
ヒ
グ
ル
ー
プ
の
一
員

と
し
て
発
展
を
続
け
て
い
ま
す
︒

　

当
社
が
︑天
然
ガ
ス
（
Ｃ
Ｎ
Ｇ
）

ト
ラ
ッ
ク
の
導
入
に
取
り
組
ん
で
き

た
経
緯
は
︑
以
下
の
通
り
で
す
︒

▽
Ｃ
Ｎ
Ｇ
車
導
入
の
き
っ
か
け
と
経
緯

　

環
境
省
か
ら
﹁
環
境
配
慮
の
方

針
﹂
が
14
年
よ
り
定
め
ら
れ
た
こ

と
に
対
し
︑
当
社
に
お
い
て
も
企

業
と
し
て
の
社
会
的
責
任
の
上
で
︑

エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
︑
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４

０
０
１
な
ど
へ
の
取
り
組
み
の
Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ
を
回
し
て
き
ま
し
た
︒
そ
し

て
︑
全
体
の
売
上
の
60
％
以
上
を

運
送
で
占
め
て
い
る
こ
と
を
考
え
る

と
︑排
ガ
ス
に
お
け
る
二
酸
化
炭
素

（
Ｃ
Ｏ
２
）
削
減
は
必
須
と
考
え

ま
す
︒
そ
う
し
た
背
景
か
ら
︑
既

に
導
入
し
て
い
る
小
型
車
に
つ
づ

き
︑
荷
主
で
あ
る
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル

㈱
の
支
援
の
も
と
︑
大
型
車
に
つ
い

て
も
導
入
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
︒

▽ 

環
境
保
護
の
た
め
に
Ｃ
Ｎ
Ｇ
車
が

果
た
す
役
割
と
そ
の
活
用

　

国
内
貨
物
輸
送
の
90
％
以
上
を

ト
ラ
ッ
ク
輸
送
が
占
め
て
お
り
︑

国
内
の
Ｃ
Ｎ
Ｇ
ト
ラ
ッ
ク
も
14
年

度
以
降
︑
順
調
に
台
数
を
伸
ば
し

て
お
り
ま
す
︒
そ
し
て
︑
Ｃ
Ｎ
Ｇ

ト
ラ
ッ
ク
の
貢
献
は
︑
主
流
の
軽

油
燃
料
と
比
較
し
て
燃
焼
時
の
Ｃ

Ｏ
２
排
出
量
が
10
％
以

上
削
減
で
き
る
こ
と

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
︒

他
に
も
有
害
で
あ
る

黒
煙
︑
硫
黄
酸
化
物

は
ほ
と
ん
ど
排
出
さ

れ
ず
︑
窒
素
酸
化
物

の
排
出
量
も
大
幅
に

削
減
で
き
ま
す
︒
ま

た
︑
排
出
ガ
ス
規
制

値
も
︑
今
後
厳
し
く

な
る
で
あ
ろ
う
数
値

を
十
分
下
回
る
も
の
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
︒

▽ 

Ｃ
Ｎ
Ｇ
車
導
入
に
お
け
る
企
業
戦

略
や
構
想

　

グ
ル
ー
プ
全
体
を
捉
え
た
ロ
ジ

ス
テ
ィ
ク
ス
に
お
い
て
︑
ア
サ
ヒ
グ

ル
ー
プ
の
方
針
の
一
つ
に
︑
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
︑
物
流
先
端
機
器
の
活
用

に
よ
り
︑
物
流
環
境
の
効
率
化
を

進
め
︑
業
界
№
１
の
物
流
生
産
性

を
さ
ら
に
向
上
さ
せ
る
と
い
う
テ
ー

マ
が
あ
り
ま
す
︒
そ
の
重
点
取
り

組
み
の
一
つ
が
Ｇ
Ｈ
Ｇ
（
温
室
効
果

ガ
ス
）︑
Ｃ
Ｏ
２
削
減
で
す
︒

▽ 

Ｃ
Ｎ
Ｇ
車
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト

　

Ｃ
Ｎ
Ｇ
車
は
︑
排
ガ
ス
が
ク
リ

ー
ン
で
あ
る
こ
と
︑
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ

ス
ト
が
安
い
こ
と
が
メ
リ
ッ
ト
で

す
︒
一
方
︑
デ
メ
リ
ッ
ト
は
燃
料
充

填
の
イ
ン
フ
ラ
が
少
な
い
こ
と
︑
車

輌
導
入
コ
ス
ト
が
高
い
こ
と
︑
燃

料
タ
ン
ク
を
搭
載
す
る
た
め
車
重

が
重
く
な
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
︒
ま
た
︑
台
数
の
普
及
が
広
が

る
ま
で
は
︑
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
技
術
者

の
不
足
も
懸
念
さ
れ
ま
す
︒

　

デ
メ
リ
ッ
ト
を
理
解
し
つ
つ
も
︑

Ｃ
Ｏ
２
の
削
減
に
は
Ｃ
Ｎ
Ｇ
ト
ラ
ッ

ク
の
利
用
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
︒
今

年
度
内
に
︑
大
型
の
Ｃ
Ｎ
Ｇ
ト
ラ

ッ
ク
も
導
入
予
定
で
す
︒
今
回
の

大
型
Ｃ
Ｎ
Ｇ
ト
ラ
ッ
ク
導
入
で
︑

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
㈱
吹
田
工
場
敷
地

内
に
現
存
す
る
︑
圧
縮
天
然
ガ
ス

充
填
設
備
（
以
前
か
ら
工
場
内
作

業
用
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
に
利
用
）
の

さ
ら
な
る
利
用
拡
大
も
図
れ
ま
す
︒

車
両
の
運
用
に
つ
い
て
は
︑
西
日
本

エ
リ
ア
に
お
い
て
ア
サ
ヒ
グ
ル
ー
プ

の
物
流
を
実
質
手
が
け
て
い
る
︑

ア
サ
ヒ
ロ
ジ
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
エ
ー

ビ
ー
カ
ー
ゴ
西
日
本
㈱
で
︑
グ
ル

ー
プ
の
環
境
Ｐ
Ｒ
を
目
的
と
し
て

運
用
を
開
始
す
る
予
定
で
す
︒

［
会
社
情
報
］

・ 

ア
サ
ヒ
ロ
ジ
㈱
（
東
京
都
港
区
南

青
山
５
︱
４
︱
31
）

・
代
表
者
：
山
﨑　

稔

・
資
本
金
：
80
百
万
円

・ 

売
上
高
：
８
９
３
億
16
百
万
円

（
平
成
28
年
12
月
期
）

［
事
業
内
容
］

・
貨
物
自
動
車
運
送
業
︑
貨
物
自
動

車
利
用
運
送
業
︑
倉
庫
業
を
主
と
し

て
い
ま
す
︒

［
取
引
先
情
報
］

　

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
㈱
︑
ア
サ
ヒ
飲
料

㈱
︑
他
ア
サ
ヒ
グ
ル
ー
プ
各
社
︑
昭

和
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
缶
㈱
他
資
材
各

社
︑カ
ゴ
メ
㈱
︑か
ど
や
製
油
㈱
他
︒
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︻
解
説
︼
ご
質
問
の
有
期
労
働
契
約

の
無
期
転
換
制
度
は
︑
有
期
労
働
契

約
が
通
算
で
５
年
を
超
え
て
反
復
更

新
さ
れ
た
場
合
に
︑
い
わ
ゆ
る
﹁
無

期
転
換
申
込
権
﹂
が
発
生
し
︑
労
働

Ａ�

都
道
府
県
労
働
局
長
の
認

定
が
な
い
と
、
継
続
雇
用

の
定
年
退
職
者
も
対
象
に

　

す
っ
か
り
失
念
し
て
い
ま
し
た

が
、「
有
期
労
働
契
約
の
無
期
転

換
制
度
」
に
よ
る
申
し
込
み
が
こ

の
４
月
か
ら
始
ま
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
法
改
正
の
施
行
が
５
年

前
と
か
な
り
以
前
の
話
で
す
の

で
、
改
め
て
制
度
の
内
容
や
留
意

点
に
つ
い
て
、
解
説
を
お
願
い
し

ま
す
。

 第152回 

４月から申し込みが始
まる有期労働契約の無
期転換制度の留意点は

者
の
申
し
込
み
に
よ
り
︑
事
業
主
は

期
間
の
定
め
の
な
い
労
働
契
約
の
締

結
を
承
諾
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
︑

無
期
労
働
契
約
に
転
換
す
る
と
い
う

も
の
で
す
︒
平
成
24
年
公
布
の
改
正

労
働
契
約
法
に
よ
り
翌
25
年
４
月
１

日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
の
で
︑
５

年
が
経
過
す
る
今
年
の
４
月
１
日
か

ら
申
し
込
み
が
始
ま
る
こ
と
に
な
る

わ
け
で
す
︒

　

同
制
度
に
つ
い
て
は
︑
こ
の
ほ
か
︑

①
契
約
期
間
に
６
か
月
以
上
の
空
白

期
間
（
い
わ
ゆ
る
ク
ー
リ
ン
グ
期
間
）

が
あ
る
場
合
は
︑
前
の
契
約
期
間
は

通
算
し
な
い
︑
②
こ
の
仕
組
み
に
よ

っ
て
転
換
し
た
期
間
の
定
め
の
な
い

労
働
契
約
に
お
け
る
労
働
条
件
は
︑

別
段
の
定
め
が
な
い
限
り
︑
従
前
と

同
一
と
す
る
︱
︱
な
ど
の
基
本
的
事

項
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
︒

　

と
こ
ろ
で
︑
こ
の
無
期
転
換
制
度

に
つ
い
て
︑﹁
一
方
的
な
申
し
込
み
の

み
で
契
約
が
成
立
す
る
と
い
う
の
は

法
的
に
無
理
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
﹂

と
い
う
声
も
あ
っ
た
の
で
す
が
︑
改

正
法
が
成
立
し
て
し
ま
っ
た
以
上
そ

れ
は
さ
て
お
き
︑
も
う
一
つ
大
き
な

問
題
が
あ
り
ま
し
た
︒
同
時
に
施
行

さ
れ
た
﹁
改
正
高
年
齢
者
雇
用
安
定

法
﹂
に
よ
り
︑
定
年
後
65
歳
ま
で
継

続
雇
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
高
年

齢
者
も
︑
有
期
雇
用
で
あ
れ
ば
対
象

に
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
か
ら
で

す
︒
つ
ま
り
︑
有
期
雇
用
の
定
年
退

職
者
で
も
５
年
た
て
ば
無
期
雇
用
扱

い
に
な
っ
て
し
ま
う
の
は
︑
い
く
ら
な

ん
で
も
お
か
し
い
と
い
う
わ
け
で
す
︒

特
に
通
常
︑
定
年
後
は
有
期
契
約
に

よ
る
継
続
雇
用
と
す
る
事
業
場
が
大

半
で
あ
っ
た
た
め
︑
こ
れ
は
︑
さ
す

が
に
事
業
主
の
負
担
が
大
き
す
ぎ
る

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
︒

　

そ
こ
で
︑
で
き
た
の
が
﹁
有
期
雇

用
特
別
措
置
法
﹂
で
︑
27
年
４
月
１

日
か
ら
施
行
さ
れ
︑
定
年
退
職
者
を

同
制
度
の
対
象
か
ら
外
す
こ
と
が
可

能
に
な
り
ま
し
た
︒
た
だ
し
︑
そ
の

た
め
に
は
条
件
が
付
け
ら
れ
て
︑
事

業
主
が
︑
継
続
雇
用
す
る
定
年
退
職

者
に
つ
い
て
配
置
︑
職
務
お
よ
び
職

場
環
境
へ
の
配
慮
な
ど
適
切
な
雇
用

管
理
措
置
計
画
を
立
て
︑
都
道
府
県

労
働
局
長
の
認
定
を
受
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
︒
少

し
厄
介
で
す
が
︑
申
請
手
続
き
に
つ

い
て
は
一
応
︑
本
社
あ
る
い
は
本
店

を
管
轄
す
る
都
道
府
県
労
働
局
長
あ

て
に
一
括
で
行
う
こ
と
も
可
能
で
︑

い
ち
い
ち
事
業
場
ご
と
に
申
請
し
な

く
て
も
よ
い
と
し
て
い
ま
す
︒

　

こ
の
認
定
を
と
ら
な
い
限
り
︑
定

年
退
職
者
に
も
無
期
転
換
申
込
権
が

発
生
し
︑
申
し
込
み
即
無
期
労
働
契

約
の
成
立
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
の
で
要
注
意
で
す
︒
対
象

者
の
い
る
事
業
場
で
は
申
請
手
続
き

が
必
要
に
な
り
ま
す
が
︑
認
定
さ
れ

る
ま
で
に
そ
れ
な
り
の
時
間
が
か
か

り
ま
す
の
で
︑
早
め
に
手
続
き
さ
れ

る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
︒

危険予知訓練（KYT）シートの解説
▶交通事故防止編

（
２
面
）

☟
こ
の
角
を
基
準
に
拡
大
率
を
220
％
に
設
定
す
る
と
、
A4
サ
イ
ズ
で
プ
リ
ン
ト
で
き
ま
す
。

どのような危険がありますか？

どのような運転をすれば危険を避け
ることができますか？

①風の強い時に積雪地帯を走行する時は、雪が降っていな
い場合でも、周囲に積もった雪が風に吹き上げられる「地
吹雪」に十分な注意が必要です。地吹雪に襲われると、視
界が白一色となり、前方の見通しがほとんど利かないよう
な状態（これを「ホワイトアウト現象」といいます）になるか
らです。こうした状態に陥ると、方向感覚が失われ、道路形
状の認識も不確かなものとなります。そのため、自車の走
行ポジションがつかめず、たとえ直線道路であっても、自車
がまっすぐ走っているのかどうかが分からず、ハンドルなど
の操作が不安定な状態になります。また、前車も「ホワイト
アウト現象」で見えなくなってしまうため、前車との車間距
離がつかめなくなり、前車が減速したり停止をすると追突
の危険が高まります。そのような時にあわてて急ブレーキ
をかけたりすると、スリップなどを招いてしまいます。こうし
た「地吹雪」の怖さをしっかり認識し、周囲が積雪していて、
建物や雑木林などの防御するものがない開けた場所を走
行する時は、雪が降っていない場合であっても除雪された
道路であっても、決して油断しないようにしましょう。

②周囲が開けた積雪地帯を走行する時は、前車との車間距
離をいつもより長くとるとともに、風の強さなどにも注意し
ます。特に防雪柵が設けられているところは、地吹雪が発
生しやすい場所ですから十分な注意が必要です（図3）。

③万一、地吹雪に襲われた時は、ハザードランプを点けてス
ピードを落とすとともに、無理に先へ進もうとはせず、早め
に退避して地吹雪が止むのを待つようにします。この場合、
路側帯や路肩に駐停車すると、後続車から追突される危険

①地吹雪に驚いた前車が急減速や急停止をすると、追突す
る危険があります（図１）。

②地吹雪によって視界を遮られたために、あわてて急ブレ
ーキを踏むと、スリップして路外に逸脱したり、センター
ラインをはみ出して対向車と衝突するなどの危険があり
ます（図２）。

　あなたは周囲が積雪している道路を走行し
ています。雪は降っていませんが、風に吹き上
げられた雪（地吹雪）が視界を悪化させていま
す。この場面にはどのような危険がありますか。
また、危険を避けるためにはどのような運転を
すればよいでしょうか。考えてみましょう。

が大きいので、非常駐車帯や高速道路であれば、
パーキングエリアやサービスエリアなどの安全な
場所に待避します。無理に先へ進もうとするのは事
故のもとだと心得ましょう。

図１

図２

図３

調
査
を
実
施
し
て
お
り
︑
こ

れ
を
基
に
︑
物
流
事
業
者
に

対
し
て
書
面
調
査
を
実
施
︒

調
査
対
象
の
物
流
事
業
者
に

対
し
︑
１
月
29
日
㈪
を
提
出

期
限
と
し
て
回
答
へ
の
協
力

を
求
め
て
い
る
︒

「
放
射
性
物
質
安
全
輸

送
講
習
会
」
を
開
催

横
浜
・
仙
台
・
広
島
で

　

国
土
交
通
省
は
︑
１
月
か

ら
３
月
に
か
け
て
︑
平
成
29

年
度
﹁
放
射
性
物
質
安
全
輸

送
講
習
会
﹂
を
開
催
す
る
︒

　

同
講
習
会
は
︑
放
射
性
物

　

同
調
査
に
関
す
る
問
い
合

わ
せ
は
︑
公
取
委
・
書
面
調

査
事
務
局
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
５
７
０
・
０
２
７
・
１

１
１
︑
平
日
９
時
30
分
～
12

時
︑
13
時
～
17
時
30
分
）
ま

で
︒

質
輸
送
関
係
者
等
を
対
象

に
︑
放
射
性
物
質
の
安
全
な

輸
送
に
関
す
る
規
則
等
の
正

し
い
理
解
と
︑
輸
送
時
に
お

け
る
安
全
性
の
向
上
を
目
的

と
し
て
実
施
さ
れ
る
も
の
︒

①
核
燃
料
輸
送
コ
ー
ス
（
１

月
29
日
㈪
︑関
東
運
輸
局
）︑

②
基
礎
コ
ー
ス
（
２
月
９
日

㈮
︑
中
国
運
輸
局
）︑
③
基

礎
コ
ー
ス
（
２
月
23
日
㈮
︑

東
北
運
輸
局
）︑
④
Ｒ
Ｉ
輸

送
コ
ー
ス
（
３
月
９
日
㈮
︑

関
東
運
輸
局
）
︱
︱
の
計
４

回
が
予
定
さ
れ
て
い
る
︒

　

講
習
会
受
講
料
は
無
料
︒

申
し
込
み
は
︑
国
交
省
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
﹁
平
成
29
年
度
放

射
性
物
質
安
全
輸
送
講
習
会

 

給
油
所
で
の
危
険
物
荷
卸

し
時
相
互
立
会
い
呼
び
か
け

消
防
庁

　

消
防
庁
は
平
成
29
年
12
月

28
日
︑
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協

会
な
ど
５
団
体
に
向
け
︑
通

達
﹁
給
油
取
扱
所
に
お
け
る

移
動
タ
ン
ク
貯
蔵
所
か
ら
の

の
開
催
﹂
内
の
︑
受
付
Ｕ
Ｒ

Ｌ
か
ら
申
込
フ
ォ
ー
ム
に
必

要
事
項
を
入
力
し
て
応
募
︒

申
込
期
間
・
定
員
等
の
詳
細

は
表
の
通
り
︒

荷
卸
し
時
に
係
る
事
故
防
止

の
徹
底
に
つ
い
て
﹂
を
発
出

し
た
︒

　

同
通
達
は
︑同
12
月
26
日
︑

千
葉
県
内
の
セ
ル
フ
給
油
取

扱
所
に
お
い
て
︑
相
互
立
会

い
を
怠
っ
た
た
め
ガ
ソ
リ
ン

が
混
入
し
た
灯
油
を
顧
客
に

販
売
し
た
事
案
が
発
生
し
た

こ
と
を
受
け
て
︑
発
出
さ
れ

た
も
の
︒

　

給
油
取
扱
所
に
お
け
る
移

動
タ
ン
ク
貯
蔵
所
か
ら
の
荷

卸
し
作
業
に
つ
い
て
︑
火
災

や
流
出
事
故
の
発
生
を
防
止

す
る
た
め
︑
給
油
取
扱
所
の

危
険
物
取
扱
者
お
よ
び
移
動

タ
ン
ク
貯
蔵
所
の
危
険
物
取

扱
者
が
相
互
に
立
会
い
︑
適

切
な
手
順
に
従
っ
て
作
業
を

行
う
こ
と
等
の
さ
ら
な
る
徹

底
を
求
め
て
い
る
︒

　

厚
生
労
働
省
が
平
成
29
年

12
月
27
日
に
公
表
し
た
︑
平

成
29
年
﹁
就
労
条
件
総
合
調

査
結
果
﹂
に
よ
る
と
︑
28
年

（
ま
た
は
平
成
27
会
計
年

度
）
１
年
間
の
年
次
有
給
休

暇
付
与
日
数
は
︑
労
働
者
１

人
平
均
前
年
よ
り
０
・
１
日

多
い
18
・
２
日
と
な
り
︑
そ

の
う
ち
労
働
者
が
取
得
し
た

日
数
は
同
０
・
２
日
増
の
９

・
０
日
で
︑
取
得
率
は
48
・

７
％
か
ら
49
・
４
％
へ
と
０

・
７
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
た
︒

　

年
次
有
給
休
暇
を
時
間
単

位
で
取
得
で
き
る
制
度
が
あ

る
企
業
割
合
は
18
・
７
％

で
︑
前
年
よ
り
１
・
９
ポ
イ

ン
ト
増
え
た
︒

　

一
律
定
年
制
を
定
め
て
い

る
企
業
の
う
ち
︑
勤
務
延
長

制
度
ま
た
は
再
雇
用
制
度
の

あ
る
企
業
割
合
は
92
・
９
％

（
前
年
94
・
１
％
）
で
︑
勤

務
延
長
制
度
の
あ
る
企
業
割

合
は
20
・
８
％
（
同
23
・
６

％
）︑
再
雇
用
制
度
の
あ
る

企
業
割
合
は
83
・
９
％
（
同

83
・
４
％
）
だ
っ
た
︒

　

勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
制

度
の
導
入
企
業
の
割
合
は
︑

﹁
導
入
し
て
い
る
﹂
が
１
・

４
％
で
︑﹁
導
入
を
予
定
ま

た
は
検
討
し
て
い
る
﹂
が
５

・
１
％
︑﹁
導
入
の
予
定
は

な
く
︑検
討
も
し
て
い
な
い
﹂

が
92
・
９
％
を
占
め
た
︒

「
荷
主
と
の
取
引
に
関
す

る
実
態
調
査
」
を
実
施

物
流
事
業
者
に
協
力
依
頼

　

公
正
取
引
委
員
会
は
︑﹁
荷

主
と
の
取
引
に
関
す
る
実
態

調
査
﹂
を
実
施
し
て
お
り
︑

物
流
事
業
者
に
対
し
て
調
査

へ
の
協
力
を
呼
び
か
け
て
い

る
︒

　

公
取
委
で
は
︑
荷
主
と
物

流
事
業
者
と
の
取
引
に
お
け

る
優
越
的
地
位
の
濫
用
を
効

果
的
に
規
制
す
る
観
点
か

ら
︑
独
占
禁
止
法
の
規
定
に

基
づ
い
て﹁
物
流
特
殊
指
定
﹂

を
定
め
︑
取
引
の
公
正
化
に

取
り
組
ん
で
い
る
︒

　

本
調
査
は
︑
事
前
に
公
取

委
が
荷
主
に
対
し
て
取
引
の

あ
る
物
流
事
業
者
に
関
す
る

有
給
休
暇
取
得
率
49
・
４
％
に

０
・
７
ポ
イ
ン
ト
増

公 取 委

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
︒
平
成
30

年
の
新
春
を
迎
え
ま
し
て
︑

謹
ん
で
年
頭
の
ご
挨
拶
を
申

し
上
げ
ま
す
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
は
︑
我

が
国
の
経
済
や
人
々
の
日
々

の
暮
ら
し
を
支
え
る
と
と
も

に
︑
大
規
模
自
然
災
害
な
ど

の
発
生
時
に
は
緊
急
支
援
物

資
輸
送
も
担
う
︑
我
々
に
と

っ
て
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い

大
変
重
要
な
産
業
と
な
っ
て

お
り
ま
す
︒
現
在
︑
国
内
の

貨
物
輸
送
に
お
い
て
は
︑
ト

ラ
ッ
ク
等
の
貨
物
自
動
車
に

よ
る
輸
送
が
︑
ト
ン
ベ
ー
ス

で
み
る
と
全
体
の
約
９
割
と

ほ
ぼ
大
半
を
占
め
て
い
る
中

で
︑
全
国
の
ト
ラ
ッ
ク
運
送

事
業
者
は
６
万
２
千
社
以
上

に
の
ぼ
る
と
と
も
に
︑
お
よ

そ
１
８
８
万
人
も
の
従
業
員

の
方
々
が
全
国
各
地
で
従
事

さ
れ
て
お
ら
れ
る
な
ど
︑
災

害
発
生
時
に
お
い
て
も
︑
あ

る
い
は
平
時
に
お
い
て
も
︑

我
が
国
の
経
済
と
国
民
の
生

活
を
支
え
る
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

の
担
い
手
と
し
て
︑
ト
ラ
ッ

ク
輸
送
は
ま
さ
に
我
が
国
物

流
の
基
幹
機
能
を
担
っ
て
お

り
ま
す
︒

　

こ
の
よ
う
に
ト
ラ
ッ
ク
ド

ラ
イ
バ
ー
の
方
々
を
は
じ
め

と
し
て
ト
ラ
ッ
ク
運
送
を
担

わ
れ
て
い
る
皆
様
方
に
は
︑

改
め
て
敬
意
を
表
し
た
い
と

存
じ
ま
す
︒

　

平
成
30
年
の
年
頭
に
あ
た
り
︑
国
土
交
通
省
自
動
車

局
貨
物
課
の
平
嶋
隆
司
課
長
に
︑﹃
広
報
と
ら
っ
く
﹄
へ

特
別
に
︑﹁
平
成
30
年　

今
年
の
ト
ラ
ッ
ク
行
政
﹂
に
つ

い
て
︑
所
感
を
寄
せ
て
い
た
だ
い
た
︒

　

我
が
国
の
人
口
は
平
成
23

年
頃
を
境
と
し
て
減
少
に
転

じ
て
お
り
ま
す
が
︑
15
歳
か

ら
64
歳
の
生
産
年
齢
人
口
は

早
い
段
階
か
ら
減
少
が
始
ま

っ
て
き
て
お
り
︑
今
後
も
全

体
の
人
口
の
減
少
よ
り
も
さ

ら
に
早
い
ペ
ー
ス
で
縮
小
す

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
お
り

ま
す
︒
こ
う
し
た
中
で
︑
ト

ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
に
つ
い
て

も
不
足
感
が
顕
在
化
し
て
き

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
︑
有

効
求
人
倍
率
は
全
産
業
で
も

上
昇
傾
向
と
な
っ
て
お
り
ま

す
が
︑
そ
の
中
で
も
特
に
ト

ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
有
効

求
人
倍
率
は
２
・
５
倍
と
他

産
業
に
比
し
て
よ
り
高
い
も

の
と
な
っ
て
お
り
ま
す
︒

　

そ
の
上
︑
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ

イ
バ
ー
の
高
齢
化
も
進
ん
で

お
り
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界

に
従
事
さ
れ
て
い
る
方
の
う

ち
︑
お
よ
そ
４
割
強
は
40
～

54
歳
の
方
で
あ
る
上
︑
29
歳

以
下
の
若
年
層
は
全
体
の
１

割
以
下
と
い
う
状
況
と
な
っ

て
お
り
ま
す
︒

　

こ
の
た
め
︑
現
職
の
ド
ラ

イ
バ
ー
の
方
々
は
も
と
よ
り
︑

若
年
層
が
働
き
や
す
い
環
境

を
整
備
す
る
こ
と
も
必
要
で

あ
る
と
と
も
に
︑
あ
わ
せ
て

現
在
は
就
業
率
が
お
よ
そ
２

・
５
％
に
留
ま
っ
て
い
る
女

性
ド
ラ
イ
バ
ー
の
活
用
に
つ

い
て
の
取
組
み
も
重
要
と
な

っ
て
お
り
ま
す
︒ 

　

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中

で
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
が

抱
え
る
人
手
不
足
等
の
諸
課

題
へ
の
対
策
と
し
て
︑
大
き

く
分
け
て
︑
①
取
引
環
境
の

改
善
︑
②
長
時
間
労
働
の
是

正
と
生
産
性
向
上
の
２
点
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
︑

次
の
よ
う
な
施
策
を
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
︒

　

ま
ず
︑
平
成
27
年
に
国
土

交
通
省
と
厚
生
労
働
省
が
設

置
し
た
﹁
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
に

お
け
る
取
引
環
境
・
労
働
時

間
改
善
協
議
会
﹂
の
枠
組
み

の
中
で
︑
平
成
28
年
度
か
ら

29
年
度
に
か
け
て
︑
全
都
道

府
県
に
お
け
る
協
議
会
に
お

い
て
﹁
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
﹂

を
展
開
し
て
お
り
ま
す
︒
本

年
に
お
い
て
は
︑
こ
の
実
証

実
験
の
結
果
を
踏
ま
え
て
︑

荷
待
ち
時
間
の
削
減
に
よ
る

労
働
時
間
の
短
縮
な
ど
の
ノ

ウ
ハ
ウ
の
好
事
例
を
抽
出
し

て
︑
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定

と
普
及
を
進
め
て
参
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
︒

　

さ
ら
に
は
︑
平
成
28
年
よ

り
﹁
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
の
運

賃
・
料
金
検
討
会
﹂
を
設
置

し
て
お
り
︑
第
４
回
検
討
会

ま
で
の
議
論
等
を
踏
ま
え

て
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者

の
皆
様
が
運
送
以
外
の
役
務

に
対
す
る
対
価
を
運
賃
と
は

別
建
て
で
収
受
し
て
頂
け
る

よ
う
に
︑
昨
年
８
月
に
﹁
標

準
貨
物
自
動
車
運
送
約
款
﹂

等
の
一
部
を
改
正
し
︑
11
月

よ
り
施
行
と
な
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
︒
昨
年
末
に
は
第

５
回
目
の
会
合
を
開
催
し
︑

今
後
は
︑
運
賃
・
料
金
の
別

建
て
収
受
の
更
な
る
浸
透
を

図
る
と
と
も
に
︑
安
定
的
で

持
続
可
能
な
ト
ラ
ッ
ク
事
業

の
経
営
環
境
の
た
め
に
必
要

な
運
賃
・
料
金
の
基
本
的
な

コ
ス
ト
構
成
等
を
︑
事
業
者

と
荷
主
の
双
方
に
お
け
る
適

切
な
共
通
理
解
の
形
成
を
促

す
た
め
の
方
策
な
ど
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
し

て
お
り
ま
す
︒

　

加
え
て
︑
標
準
貨
物
自
動

車
運
送
約
款
や
荷
主
勧
告
制

度
等
に
つ
い
て
︑
荷
主
所
管

省
庁
等
と
も
連
携
し
て
︑
荷

主
側
へ
の
周
知
を
図
る
こ
と

と
し
て
お
り
ま
す
︒

　

ま
た
︑
将
来
の
担
い
手
確

保
の
た
め
に
も
︑
長
時
間
労

働
の
是
正
と
し
て
﹁
働
き
方

改
革
﹂
は
喫
緊
の
課
題
と
な

っ
て
い
ま
す
︒
こ
の
た
め
︑

政
府
と
し
て
は
︑
昨
年
３
月

に﹁
働
き
方
改
革
実
行
計
画
﹂

を
策
定
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
︑

そ
の
中
で
︑
今
後
︑
労
働
基

準
法
が
改
正
さ
れ
る
場
合

に
︑
そ
の
施
行
後
５
年
以
降

に
︑
年
９
６
０
時
間
の
上
限

規
制
の
適
用
を
予
定
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
︒

　

あ
わ
せ
て
︑
政
府
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
む
た
め
︑
関

係
省
庁
連
絡
会
議
を
立
ち
上

げ
︑
昨
年
８
月
に
は
︑
①
労

働
生
産
性
の
向
上
︑
②
多
様

な
人
材
の
確
保
︑
③
取
引
環

境
の
適
正
化
等
の
﹁
直
ち
に

取
り
組
む
施
策
﹂
を
取
り
ま

と
め
た
と
こ
ろ
で
す
︒
今
後
︑

更
な
る
施
策
を
検
討
し
︑
今

春
頃
ま
で
に
︑﹁
働
き
方
改

革
に
関
す
る
行
動
計
画
﹂
を

策
定
す
る
こ
と
と
し
て
お
り

ま
す
︒

　

こ
れ
に
加
え
て
︑
国
土
交

通
省
で
は
︑平
成
28
年
を
﹁
生

産
性
革
命
元
年
﹂
と
し
て
︑

あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
け
る
生

産
性
向
上
に
向
け
た
取
組
み

を
進
め
て
お
り
︑
ト
ラ
ッ
ク

運
送
業
に
つ
い
て
も
物
流
分

野
に
お
け
る﹁
生
産
性
革
命
﹂

の
一
環
と
し
て
︑
改
正
物
流

総
合
効
率
化
法
の
枠
組
み
を

活
用
し
て
︑
本
年
も
引
き
続

き
共
同
輸
配
送
な
ど
の
取
組

み
を
加
速
さ
せ
る
ほ
か
︑
日

帰
り
勤
務
等
の
ニ
ー
ズ
の
高

ま
り
等
を
踏
ま
え
た
﹁
中
継

輸
送
﹂
の
普
及
・
実
用
化
に

向
け
た
取
組
み
も
実
施
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
︒

　

こ
の
他
︑
昨
年
３
月
か
ら

﹁
準
中
型
自
動
車
免
許
制

度
﹂が
ス
タ
ー
ト
し
て
お
り
︑

18
歳
か
ら
車
両
総
重
量
７
・

５
㌧
ま
で
の
ト
ラ
ッ
ク
を
運

転
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
︑
若
年
層
を
中

心
に
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
へ

の
新
規
就
業
が
促
進
さ
れ
る

も
の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
︒

　

さ
ら
に
︑﹁
自
動
運
転
﹂

の
技
術
開
発
に
お
い
て
は
︑

平
成
28
年
11
月
に
設
置
さ
れ

た
﹁
国
土
交
通
省
自
動
運
転

戦
略
本
部
﹂
に
お
い
て
︑
自

動
車
の
自
動
運
転
に
つ
い
て

の
議
論
が
進
め
ら
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
︑
今
後
︑
こ

う
し
た
技
術
革
新
を
︑
効
果

的
か
つ
適
切
な
か
た
ち
で
ト

ラ
ッ
ク
運
送
事
業
に
も
活
用

で
き
る
よ
う
︑
引
き
続
き
検

討
を
進
め
て
参
り
ま
す
︒

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
︑

本
年
が
皆
様
方
に
と
っ
て
よ

り
一
層
す
ば
ら
し
い
一
年
と

な
り
ま
す
よ
う
︑
衷
心
よ
り

ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
︑

新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
︒

国
土
交
通
省
自
動
車
局

貨
物
課
長

平
嶋 
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•年頭所感

今
年
の
ト
ラ
ッ
ク
行
政

表  平成 29 年度「放射性物質安全輸送講習会」開催予定
コース ①核燃料輸送コース ②基礎コース ③基礎コース ④RI輸送コース
会場 関東運輸局 中国運輸局 東北運輸局 関東運輸局

開催日 1/29 2/9 2/23 3/9
時間（予定） 10：00～17：00 10：00～15：00 10：00～15：00 10：00～16：30

定員 約100人 約50人 約50人 約100人
申込期間 1/5～1/19 1/19～2/2 2/2～2/16 2/16～3/2

※申し込みは先着順、定員に達し次第締め切り



平成30年（2018年）1月15日 （4）第2100号（第3種郵便物認可）

❶
❷

❸

❹

❺

❻

❼

❽

❾
10

11

13

141516
17

12

2021

22

18
19

25 26

27
28

23
24

安全運行のオアシス トラックステーション
全国28か所のトラックステーション（TS）は

トラックドライバーの安全運行を支える、

長距離運行に欠かせない

休憩施設です。

全国28か所のトラックステーション（TS）は

トラックドライバーの安全運行を支える、

長距離運行に欠かせない

休憩施設です。

平成27年10月オープン！
「白河の関トラックステーション」

名称 所在地 電話番号 駐車台数

❶ 札　幌 北海道札幌市厚別区厚別東 5 条 1-1-2　 011-897-9101 39

❷ 苫小牧 北海道苫小牧市ウトナイ北 11-11-33 0144-55-7491 80

❸ 青　森 青森県青森市大字荒川字品川 110-1 017-729-2000
（公社）青森県トラック協会

41

❹ 盛　岡 岩手県滝沢市巣子 960-4　 019-688-1514 39

❺ 仙　台 宮城県仙台市宮城野区苦竹 4-1-15 022-232-9336 39

❻ 白河の関 福島県西白河郡泉崎村大字泉崎字夏針 15-1 0248-21-7167 45

❼ 茨　城 茨城県小美玉市西郷地字新田 1390 0299-48-3455 30

❽ 矢　板 栃木県矢板市乙畑 440-2　 0287-48-1919 46

❾ 大　宮 埼玉県さいたま市西区三橋 6-699-1 048-623-6815 41

� 東　神 神奈川県大和市上草柳 588 046-261-1100 95

� 新　潟 新潟県新潟市西区山田 196-1　 025-233-6961 52

� 金　沢 石川県金沢市千木町ル 21-1　 076-257-2755 45

� 浜　松 静岡県浜松市東区流通元町 2-3 053-421-5311 116

� 安　城 愛知県安城市尾崎町大縄 19-1 0566-98-8823 74

� 名古屋 愛知県名古屋市港区藤前 3-601 052-303-2188 97

� 亀　山 三重県亀山市小野町桜ロ 586-4 0595-82-3935 82

� 彦　根 滋賀県彦根市鳥居本町字むさ満 2337-1 0749-26-0156 53

� 大　阪 大阪府寝屋川市木屋元町 20-1 072-832-2362 80

� 奈良・針 奈良県奈良市針町 487-1　 0743-82-0622 60

� 岡　山 岡山県岡山市中区倉富 285-19 086-277-4055 53

� 尾　道 広島県尾道市高須町字才ケ久保 1193-3 0848-46-1882 37

� 三　次 広島県三次市西酒屋町船所 1468 0824-63-0025 30

� 北九州 福岡県北九州市小倉北区東港 1-3 093-581-5031 63

� 鳥　栖 佐賀県烏栖市永吉町字来帰り 617-1 0942-83-7035 47

� 諫　早 長崎県諫早市貝津町 1051-12 0957-26-8228 45

� 大　分 大分県大分市大字上戸次字宇土ノロ 6045-2 097-597-6233 43

� 宮　崎 宮崎県児湯郡新富町大字三納代字畑中 1765-1 0983-33-0880 18

� 鹿児島 鹿児島県鹿児島市西別府町 2941-19
（流通業務団地内）　 099-281-5960 50

※ 駐車台数は大型車とトレーラの台数の合計。なお、諫早TSは5台の中型車を含む。

君
な
ら
責
任
を
も
っ
て
荷
物

を
運
ん
で
く
れ
る
か
ら
︑
大

丈
夫
だ
﹂
と
声
を
か
け
て
も

ら
っ
た
時
に
は
︑
大
き
な
自

信
と
と
も
に
︑
仕
事
へ
の
や

り
が
い
を
感
じ
る
と
い
う
︒

　

同
社
で
は
︑
毎
月
開
催
さ

れ
る
従
業
員
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

な
ど
で
︑
荷
主
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
感
謝
の
声
を
伝
え
る
と

同
時
に
︑会
社
の
中
で
も
﹁
従

業
員
に
対
し
て
は
︑
基
本
的

に
褒
め
る
﹂
と
い
う
姿
勢
で

臨
ん
で
い
る
と
い
う
︒
そ
し

て
︑
経
営
者
や
管
理
者
が
ド

ラ
イ
バ
ー
に
対
し
て
﹁
物
流

が
社
会
に
お
け
る
血
流
の
役

割
を
果
た
し
て
い
る
﹂
こ
と

を
説
明
し
︑
自
分
た
ち
の
仕

事
の
使
命
を
理
解
し
て
も
ら

う
よ
う
努
め
て
い
る
と
い
う
︒

自
分
の
仕
事
ぶ
り
を
褒
め
ら

れ
て
︑﹁
嬉
し
く
な
い
﹂
と

感
じ
る
人
は
い
な
い
だ
ろ
う
︒

﹁
感
謝
の
気
持
ち
﹂
や
﹁
仕

事
の
大
切
さ
﹂
を
適
宜
伝
え

　

お
客
様
か
ら
の
﹁
感
謝
の

気
持
ち
﹂
を
ド
ラ
イ
バ
ー
に

伝
え
る
よ
う
に
し
た
の
は
︑

平
成
23
年
に
発
生
し
た
東
日

本
大
震
災
が
き
っ
か
け
で
し

た
︒
当
社
は
幸
い
に
も
大
き

な
被
害
が
な
く
︑
地
震
発
生

直
後
か
ら
甚
大
な
被
害
に
見

舞
わ
れ
た
沿
岸
部
へ
の
緊
急

物
資
輸
送
に
あ
た
り
ま
し

た
︒
物
資
を
被
災
地
に
届
け

た
ド
ラ
イ
バ
ー
は
︑
被
災
者

の
皆
さ
ん
か
ら
﹁
本
当
に
あ

り
が
と
う
﹂
と
深
く
感
謝
さ

れ
た
そ
う
で
す
︒
こ
の
こ
と

で
︑
改
め
て
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ

イ
バ
ー
と
い
う
仕
事
の
大
切

さ
を
感
じ
た
ド
ラ
イ
バ
ー
が

多
か
っ
た
た
め
︑﹁
そ
れ
を
忘

れ
て
ほ
し
く
な
い
﹂
と
い
う

て
い
く
こ
と
で
︑
佐
藤
さ
ん

を
は
じ
め
と
し
た
同
社
の
ド

ラ
イ
バ
ー
は
自
信
と
や
り
が

　

佐
藤
さ
ん
に
は
︑
７
歳
に

な
る
長
女
と
５
歳
の
長
男
が

い
る
︒
佐
藤
さ
ん
は
日
曜
と

祝
日
は
休
み
に
な
る
が
︑
日

曜
に
は
自
分
の
担
当
す
る
車

両
を
洗
車
す
る
た
め
に
会
社

に
行
く
こ
と
も
多
い
と
い
う
︒

そ
の
際
︑
佐
藤
さ
ん
と
一
緒

に
長
男
が
会
社
に
や
っ
て
き

て
︑
洗
車
さ
れ
て
い
る
ト
ラ

ッ
ク
を
興
味
深
そ
う
に
見
て

い
た
り
︑﹁
お
父
さ
ん
︑
こ
の

ト
ラ
ッ
ク
で
何
を
運
ん
で
い

る
の
？
﹂
と
尋
ね
た
り
す
る

と
い
う
︒
佐
藤
さ
ん
の
息
子

も
︑
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー

の
仕
事
に
興
味
を
も
っ
て
い

る
よ
う
だ
︒
な
お
︑
同
社
の

場
合
は
ド
ラ
イ
バ
ー
ご
と
に

担
当
車
両
が
決
ま
っ
て
お
り
︑

﹁
冬
の
タ
イ
ヤ
交
換
な
ど
は

大
変
で
す
が
︑
自
分
の
使
う

車
両
の
手
入
れ
を
す
る
の
は
︑

本
当
に
大
切
な
こ
と
で
す
﹂

と
︑
佐
藤
さ
ん
は
語
る
︒

　

と
こ
ろ
で
︑
長
女
の
通
う

小
学
校
で
は
︑
運
動
会
や
授

業
参
観
な
ど
日
曜
・
祝
日
以

外
に
も
様
々
な
行
事
が
あ

い
を
も
っ
た
状
態
で
︑
日
々

の
仕
事
に
励
む
こ
と
が
で
き

る
の
で
あ
る
︒

り
︑
場
合
に
よ
っ
て
は
佐
藤

さ
ん
が
会
社
を
休
ん
で
行
事

に
出
席
す
る
こ
と
も
あ
る
︒

同
社
の
特
徴
は
︑
休
暇
を
取

得
し
や
す
い
こ
と
で
あ
る
︒

前
も
っ
て
用
事
が
あ
る
時
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
︑
体
調
不

良
な
ど
で
急
遽
出
勤
で
き
な

く
な
っ
た
よ
う
な
時
に
も
︑

し
っ
か
り
休
ま
せ
て
く
れ
る

の
だ
︒
そ
の
分
︑
他
の
社
員

が
休
む
時
に
は
出
勤
し
て
い

る
従
業
員
が
支
え
合
い
︑
業

務
を
進
め
て
い
る
︒
経
営
者

の
理
解
や
ド
ラ
イ
バ
ー
同
士

の
厚
い
信
頼
感
が
︑
子
育
て

世
代
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
と
っ

て
働
き
や
す
い
職
場
環
境
を

作
っ
て
い
る
の
で
あ
る
︒

　
﹁
今
後
も
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を

目
指
し
な
が
ら
︑
大
切
な
先

輩
や
後
輩
と
と
も
に
仕
事
を

頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
﹂

と
今
後
の
夢
を
語
る
佐
藤
さ

ん
︒
同
社
の
ド
ラ
イ
バ
ー
の

一
員
と
し
て
︑
そ
し
て
家
族

を
支
え
る
大
黒
柱
と
し
て
︑

佐
藤
さ
ん
は
充
実
し
た
日
々

を
送
っ
て
い
る
︒

思
い
か
ら
始
め
ま
し
た
︒

　

お
客
様
か
ら
は
︑﹁
湊
運

輸
倉
庫
の
ト
ラ
ッ
ク
は
い
つ

も
き
れ
い
だ
﹂﹁
ド
ラ
イ
バ
ー

の
あ
い
さ
つ
が
と
て
も
丁
寧

だ
﹂
な
ど
と
︑
お
褒
め
の
言

葉
を
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り

ま
す
︒
感
謝
の
気
持
ち
を
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど
の
機
会
に

発
表
す
る
こ
と
で
︑
ド
ラ
イ

バ
ー
に
と
っ
て
は
非
常
に
う

れ
し
く
感
じ
る
と
と
も
に
︑

﹁
お
客
様
の
期
待
を
決
し
て

裏
切
っ
て
は
な
ら
な
い
﹂と
︑

日
々
の
業
務
に
も
一
層
力
が

入
り
ま
す
︒

　

佐
藤
さ
ん
は
︑
前
職
で
移

動
式
ク
レ
ー
ン
や
玉
掛
け
な

ど
の
資
格
を
取
得
し
て
お
り
︑

﹁
せ
っ
か
く
取
得
し
た
資
格

を
活
か
し
た
い
﹂
と
い
う
思

い
か
ら
︑
当
社
の
門
を
叩
い

て
く
れ
ま
し
た
︒一
方
で
︑﹁
大

型
免
許
を
取
得
し
た
い
﹂
と

い
う
希
望
が
あ
り
ま
し
た
の

で
︑﹁
会
社
と
し
て
も
取
得

　

佐
藤
昌
晴
さ
ん
は
︑
湊
運

輸
倉
庫
㈱
で
働
く
地
場
配
送

の
ド
ラ
イ
バ
ー
で
あ
る
︒

　

佐
藤
さ
ん
は
︑
高
等
学
校

を
卒
業
し
て
か
ら
31
歳
に
な

る
ま
で
の
約
12
年
間
︑
土
木

関
係
の
仕
事
に
就
い
て
い
た
︒

も
と
も
と
佐
藤
さ
ん
の
父
親

が
土
木
関
係
の
仕
事
を
し
て

お
り
︑
父
親
の
手
伝
い
を
し

て
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
い

う
︒
佐
藤
さ
ん
は
幼
い
頃
か

ら
乗
り
も
の
が
好
き
だ
っ
た

が
︑
土
木
の
現
場
で
様
々
な

重
機
が
動
い
て
い
る
の
を
見

て
興
味
を
も
ち
︑
土
木
の
仕

事
に
就
い
た
︒
な
お
︑
佐
藤

さ
ん
は
土
木
の
仕
事
を
し
て

い
る
間
に
︑
移
動
式
ク
レ
ー

ン
や
玉
掛
け
と
い
っ
た
資
格

を
取
得
し
て
い
る
︒

　

土
木
の
仕
事
を

辞
め
た
後
︑
佐
藤

さ
ん
は
一
時
中
型

車
に
よ
る
食
品
輸

送
の
仕
事
に
就
い

て
い
た
︒
そ
の
頃
︑

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ

バ
ー
を
し
て
い
た

友
人
が
大
型
免
許

を
取
得
し
︑
大
型

車
に
乗
る
よ
う
に

な
っ
た
︒
彼
の
話

を
聞
い
て
い
る
う

ち
に
︑
佐
藤
さ
ん

の
心
の
中
で
は

﹁
大
型
ト
ラ
ッ
ク
を
運
転
し

て
み
た
い
﹂
と
い
う
気
持
ち

が
沸
々
と
湧
き
上
が
っ
て
き

た
︒
妻
に
相
談
す
る
と
︑﹁
あ

な
た
が
や
り
た
い
と
思
っ
て

い
る
の
だ
か
ら
︑
や
っ
て
み
て

も
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
の
﹂
と
︑

妻
は
再
度
の
転
職
を
応
援
し

て
く
れ
た
と
い
う
︒

　

７
年
前
に
佐
藤
さ
ん
は
湊

運
輸
倉
庫
に
入
社
し
︑
ま
ず

　

佐
藤
さ
ん
が
運
ん
で
い
る

の
は
︑
ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス
や
シ
ン

ク
（
流
し
台
）︑
浄
化
槽
や

パ
イ
プ
と
い
っ
た
建
材
や
資

材
な
ど
で
あ
る
︒
中
に
は
複

雑
な
形
状
の
も
の
や
︑
梱
包

材
が
薄
い
も
の
も
あ
る
た
め
︑

﹁
積
み
降
ろ
し
の
際
の
順
番

や
手
間
な
ど
を
考
え
な
が

ら
︑
製
品
を
傷
付
け
る
こ
と

な
く
︑
い
か
に
効
率
よ
く
積

載
し
て
い
く
か
を
考
え
る
時

が
大
変
で
す
﹂
と
佐
藤
さ
ん

は
語
る
︒
ま
た
︑
荷
物
の
積

み
降
ろ
し
の
際
に
は
手
荷
役

作
業
も
少
な
く
な
い
た
め
︑

﹁
長
く
仕
事
を
続
け
て
い
く

た
め
に
は
︑
肩
や
腰
に
負
担

中
型
ト
ラ
ッ
ク
で
の
配
送
の

仕
事
を
始
め
た
︒﹁
入
社
す

る
前
は
︑
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ

バ
ー
は
み
ん
な
一
匹
狼
で
荒

々
し
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が

あ
り
ま
し
た
が
︑
そ
れ
は
一

昔
前
の
も
の
だ
っ
た
の
だ
と
︑

運
送
会
社
に
入
社
し
て
初
め

て
分
か
っ
た
の
で
す
︒
先
輩

た
ち
は
本
当
に
優
し
く
自
分

に
接
し
て
く
れ
ま
し
た
﹂
と

語
る
よ
う
に
︑
佐
藤
さ
ん
の

中
で
の
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界

へ
の
イ
メ
ー
ジ
は
大
き
く
変

わ
っ
た
と
い
う
︒

　

佐
藤
さ
ん
は
︑
会
社
か
ら

の
補
助
制
度
な
ど
も
活
用
し

な
が
ら
︑
平
成
27
年
８
月
に

大
型
免
許
を
取
得
︒
現
在
は

大
型
車
で
の
乗
務
も
担
当
し

て
い
る
︒

の
か
か
ら
な
い
よ
う
な
荷
物

の
持
ち
方
を
覚
え
な
け
れ
ば

い
け
ま
せ
ん
﹂
と
い
う
︒
こ

う
し
た
荷
役
作
業
時
の
ノ
ウ

ハ
ウ
は
︑
先
輩
社
員
た
ち
と

一
緒
に
作
業
を
行
い
な
が
ら
︑

指
導
や
フ
ォ
ロ
ー
な
ど
も
受

け
つ
つ
︑
時
間
を
か
け
て
徐

々
に
覚
え
て
い
っ
た
そ
う
だ
︒

　

毎
日
の
荷
役
作
業
は
︑
体

力
的
に
も
負
担
が
大
き
い
︒

し
か
し
︑﹁
着
荷
主
先
で
無

事
に
荷
物
を
降
ろ
し
終
わ
っ

た
後
で
︑
現
場
の
方
に
﹃
事

故
な
く
荷
物
を
運
ん
で
く
れ

て
︑
本
当
に
あ
り
が
と
う
﹄

と
感
謝
さ
れ
る
と
︑
疲
れ
も

一
気
に
吹
き
飛
び
ま
す
﹂
と

佐
藤
さ
ん
は
笑
顔
で
語
る
︒

そ
し
て
︑
会
社
で
も
配
車
担

当
の
管
理
者
か
ら
︑﹁
佐
藤

資
格
を
支
援
し
た
い
﹂
と
︑

費
用
全
額
会
社
負
担
で
大
型

免
許
を
取
得
し
て
も
ら
い
ま

し
た
︒

　
﹁
休
暇
を
取
得
し
や
す
い

会
社
﹂
に
す
る
た
め
に
は
︑

経
営
者
や
︑
休
暇
を
取
得
す

る
従
業
員
の
穴
を
埋
め
る
同

僚
ド
ラ
イ
バ
ー
の
理
解
が
必

要
に
な
っ
て
き
ま
す
︒
当
社

で
は
︑﹁
誰
か
が
休
む
時
は
︑

他
の
み
ん
な
で
支
え
合
っ
て

乗
り
切
っ
て
い
く
﹂
と
い
う

信
頼
関
係
が
で
き
て
お
り
︑

休
暇
取
得
へ
の
理
解
も
進
ん

で
い
ま
す
︒

　

ま
た
︑
当
社
で
は
ド
ラ
イ

バ
ー
の
拘
束
時
間
に
も
配
慮

し
て
い
ま
す
︒
例
え
ば
︑
配

車
の
際
に
︑
前
日
に
遠
く
ま

で
荷
物
を
輸
送
し
た
ド
ラ
イ

バ
ー
に
対
し
て
は
︑
そ
の
翌

日
は
近
場
の
輸
送
を
担
当
さ

せ
る
よ
う
に
す
る
な
ど
︑
特

定
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
負
担
が

か
か
り
過
ぎ
な
い
よ
う
に
し

て
い
ま
す
︒
ま
た
︑
夕
方
に

は
翌
日
に
配
送
す
る
荷
物
の

積
み
込
み
作
業
を
行
い
ま
す

が
︑
16
時
頃
に
積
み
込
み
作

業
が
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
よ

う
な
際
に
は
︑早
く
帰
ら
せ
︑

自
宅
で
ゆ
っ
く
り
休
ん
で
も

ら
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
︒

　

当
社
の
ド
ラ
イ
バ
ー
は
み

ん
な
仲
が
良
く
︑
会
社
で
も

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
機
会
を

設
け
て
い
ま
す
の
で
︑
社
員

同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

も
良
好
で
す
︒
さ
ら
に
︑
一

部
の
ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
は﹁
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
に
家
族

も
参
加
さ
せ
る
こ
と
で
︑
ト

ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
と
い
う

仕
事
へ
の
理
解
に
も
繋
が
る
﹂

と
い
う
声
も
あ
り
︑
今
後
に

向
け
て
の
検
討
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
︒

佐藤 昌晴さん

石川 啓
代表取締役社長

湊運輸倉庫㈱
［石川 啓　代表取締役社長］

所在地� 岩手県盛岡市上厨川横長根52-1
資本金� 1,000 万円
創業� 昭和 48 年 10月5日
従業員数� 31 人（うちドライバー26 人）
車両数� 38 台

「
震
災
」
が
感
謝
を
伝
え
る
き
っ
か
け
に

ド
ラ
イ
バ
ー
の
負
担
軽
減
策
も
進
め
る

石い
し
か
わ川　

啓
と
お
る 
代
表
取
締
役
社
長

冬
の
東
北
は
積
雪
が
多
い
た
め
運
転

時
に
は
注
意
が
必
要
だ

体
に
負
担
の
か
か
ら
な
い
作
業
の
仕

方
を
実
践
す
る
こ
と
が
、長
く
仕
事
を

続
け
る
コ
ツ

「
職
場
と
家
庭
の
両
立
」
に
欠
か
せ
な
い

経
営
者
の
理
解
と
従
業
員
の
厚
い
信
頼
感

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
平
成
29
年
度
か
ら
坂
本

克
己
会
長
に
よ
る
新
体
制
と
な
り
︑﹁
ト
ラ
ッ
ク
ド

ラ
イ
バ
ー
の
方
々
に
︑
仕
事
を
通
じ
て
幸
せ
を
感
じ

て
い
た
だ
く
﹂
た
め
の
様
々
な
施
策
に
全
力
で
取
り

組
ん
で
い
る
︒

　

で
は
︑
実
際
に
ト
ラ
ッ
ク
を
運
転
し
て
い
る
ド
ラ

イ
バ
ー
に
と
っ
て
︑日
々
の
仕
事
の
中
で
の
﹁
幸
せ
﹂

と
は
果
た
し
て
何
な
の
で
あ
ろ
う
か
︒

　

本
特
集
で
は
︑
６
人
の
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
に

焦
点
を
当
て
︑
現
場
で
一
生
懸
命
に
働
く
ト
ラ
ッ
ク

ド
ラ
イ
バ
ー
の
仕
事
へ
の
様
々
な
思
い
を
紹
介
す
る

こ
と
で
︑
運
送
事
業
者
に
お
け
る
﹁
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ

イ
バ
ー
の
幸
福
度
ア
ッ
プ
﹂﹁
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の

魅
力
度
向
上
﹂
へ
の
具
体
的
な
取
り
組
み
の
参
考
と

し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
︒

　

前
号
に
引
き
続
き
︑
今
号
で
は
中
編
と
し
て
︑
２

人
の
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
と
︑
そ
れ
ぞ
れ
の
ド
ラ

イ
バ
ー
を
支
え
る
社
長
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介

す
る
︒

（
ド
ラ
イ
バ
ー
の
年
齢
は
平
成
30
年
１
月
15
日
現
在
）

中  編

仕
事
の
価
値
を
再
認
識
さ
せ
る

荷
主
か
ら
の
「
あ
り
が
と
う
」
の
言
葉

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の

“
幸
せ
”
を
追
い
求
め
て

「広報とらっく」 平成30年新春特集❶湊
運
輸
倉
庫
㈱
（
岩
手
県
盛
岡
市
）

地
場
配
送
の
ド
ラ
イ
バ
ー　

佐さ
と
う藤　

昌ま
さ
は
る晴
さ
ん
（
39
歳
）

休
暇
を
取
得
し
や
す
い
職
場
環
境
で

子
育
て
世
代
の
社
員
も
働
き
や
す
く

「
大
型
ト
ラ
ッ
ク
を
運
転
し
て
み
た
い
」

妻
の
応
援
と
会
社
の
支
援
で
夢
を
叶
え
る

経
済
を
支
え
る
ド
ラ
イ
バ
ー
の
重
要
性
を
説
明

ド
ラ
イ
バ
ー
を
褒
め
て
や
る
気
を
引
き
出
す
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働き方・休み方改革を進めて
社員満足度をアップ！

～厚生労働省　「働き方・休み方改善ポータルサイト」～

　適切な労働時間で働き、ほどよく休暇を取得することは、
仕事に対する社員の意識やモチベーションを高めるととも
に、業務効率の向上にプラスの効果が期待される。社員の
能力がより発揮されやすい環境を整備することは、企業全
体としての生産性を向上させ、収益の拡大、ひいては企業
の成長・発展に繋げることも可能となる。
　一方で、長時間労働や休暇が取れない生活が常態化すれ
ば、メンタルヘルスに影響を及ぼす可能性が高くなり、生
産性は低下する。また、離職リスクの上昇や企業イメージ
の低下など、様々な問題を生じさせることにもなる。社員
のために、そして企業経営の観点からも、長時間労働の抑
制や年次有給休暇の取得促進が求められている。
　厚労省では、「働き方・休み方改善ポータルサイト」を開
設している。同サイトでは、「働き方・休み方改善指標」を
用いた自己診断や、働き方・休み方改善への取り組み・参
考事例の検索ができるほか、働き方・休み方改革を進める
ための制度・支援策なども紹介されている。社員の働き方・
休み方の改善のために、ぜひご活用いただきたい。

守
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
﹂（
同
）

ん
だ
け
と
い
う
こ
と
も
あ
り
︑

自
宅
の
掃
除
を
し
た
り
洗
車

を
し
た
り
し
て
休
日
を
過
ご

し
て
い
る
︒

　

震
災
か
ら
７
年
が
経
ち
︑

少
し
ず
つ
落
ち
着
い
た
時
間

を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
る
斎
藤

さ
ん
︒
今
後
の
仕
事
面
で
の

目
標
を
尋
ね
る
と
︑﹁
今
後

も
安
全
運
転
を
続
け
て
い
き

た
い
﹂
と
い
う
答
え
が
返
っ

て
き
た
︒

　
﹁
前
職
も
含
め
て
︑
ト
ラ
ッ

ク
運
転
歴
は
18
年
以
上
に
な

り
ま
す
が
︑
長
年
こ
の
仕
事

を
続
け
て
い
る
と
︑
自
分
の

運
転
操
作
へ
の
﹃
過
信
﹄
が

生
ま
れ
て
く
る
人
も
決
し
て

少
な
く
な
い
と
思
い
ま
す
︒

し
か
し
︑
事
故
を
起
こ
し
て

し
ま
う
と
︑
会
社
に
も
︑
そ

し
て
家
族
に
も
大
き
な
迷
惑

を
か
け
る
こ
と
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
︒
会
社
に
出
勤
す

る
時
も
︑妻
や
娘
か
ら
は
﹃
事

故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
頑

張
っ
て
き
て
ね
﹄
と
温
か
く

見
送
っ
て
も
ら
い
ま
す
︒﹃
今

の
生
活
を
絶
対
に
壊
し
た
く

は
な
い
﹄
と
い
う
強
い
気
持

ち
を
心
に
秘
め
な
が
ら
︑
私

は
こ
れ
か
ら
も
安
全
運
転
を

続
け
て
い
き
ま
す
﹂（
同
）

い
出
し
て
も
ら
い
︑
判
断
に

活
か
し
て
も
ら
う
よ
う
な
仕

組
み
に
し
て
い
ま
す
︒

　

例
え
ば
︑﹁
赤
信
号
で
停

車
す
る
際
に
は
︑
前
車
と
の

車
間
距
離
を
詰
め
過
ぎ
な
い

よ
う
に
﹂
と
言
っ
た
だ
け
で

は
︑
ど
の
く
ら
い
詰
め
れ
ば

い
い
の
か
が
分
か
ら
な
い
ド

ラ
イ
バ
ー
も
出
て
き
ま
す
し
︑

自
己
判
断
し
た
結
果
︑
必
要

以
上
に
車
間
を
詰
め
て
し
ま

い
︑
前
車
と
の
接
触
事
故
に

繋
が
っ
て
し
ま
う
恐
れ
も
出

て
き
ま
す
︒
そ
こ
で
︑﹁
前
車

の
タ
イ
ヤ
接
地
面
が
見
え
る

ぐ
ら
い
の
位
置
で
停
車
さ
せ

る
こ
と
﹂
と
具
体
的
に
指
示

を
出
し
︑
確
実
に
実
行
さ
せ

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
︒

　

ま
た
︑
冬
の
積
雪
時
に
は

誰
も
が
速
度
を
落
と
し
て
運

転
し
ま
す
が
︑
一
見
す
る
と

路
面
が
濡
れ
て
い
る
だ
け
の

よ
う
に
見
え
る
時
に
は
ス
ピ

ー
ド
を
緩
め
な
い
ド
ラ
イ
バ

ー
も
い
ま
す
︒
し
か
し
︑
実

際
に
は
路
面
が
凍
結
し
て
い

る﹁
ブ
ラ
ッ
ク
ア
イ
ス
バ
ー
ン
﹂

　

当
社
の
安
全
教
育
と
し
て

は
︑
毎
月
１
回
︑
土
曜
日
の

夕
方
に
全
員
参
加
で
実
施
す

る
﹁
勉
強
会
﹂
を
挙
げ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
︒
事
故
を
防

ぐ
た
め
に
は
︑
個
々
の
ド
ラ

イ
バ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
の
場
面

で
適
切
な
判
断
が
で
き
る
か

ど
う
か
が
求
め
ら
れ
ま
す
︒

そ
の
た
め
︑
具
体
的
な
内
容

の
教
育
を
繰
り
返
し
行
う
こ

と
で
︑
い
ざ
と
い
う
時
に
思

　

斎
藤
さ
ん
の
仕
事
は
︑
土

砂
や
砕
石
の
運
搬
が
中
心
で

あ
る
︒
普
段
の
作
業
の
中
で

気
を
付
け
て
い
る
の
は
︑﹁
現

場
に
い
る
他
の
会
社
の
作
業

員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
ど
う
取
る
か
﹂だ
と
い
う
︒

　
﹁
私
の
仕
事
で
は
︑
重
機

の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と
連
携
し

て
ダ
ン
プ
に
土
砂
な
ど
を
積

載
し
ま
す
が
︑
そ
れ
ぞ
れ
が

自
分
勝
手
な
行
動
を
取
る
と

事
故
に
も
繋
が
り
ま
す
の

で
︑
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と
の
ア

イ
コ
ン
タ
ク
ト
に
特
に
気
を

配
っ
て
い
ま
す
︒
ア
イ
コ
ン
タ

ク
ト
に
よ
る
意
思
疎
通
に
は

慣
れ
も
必
要
で
す
が
︑
現
場

が
変
わ
る
と
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

も
変
わ
る
た
め
︑
初
め
て
行

く
現
場
で
は
事
前
に
作
業
の

進
め
方
を
聞
い
て
お
く
な

ど
︑
安
全
作
業
の
徹
底
に
努

め
て
い
ま
す
﹂（
斎
藤
さ
ん
）

に
戻
る
と
︑
斎
藤
さ
ん
は
自

衛
隊
や
警
察
に
よ
る
遺
体
捜

索
に
付
随
し
て
発
生
す
る
が

れ
き
の
処
理
に
あ
た
っ
た
︒

作
業
中
に
遺
体
を
目
に
す
る

機
会
も
少
な
く
な
く
︑﹁
当

時
は
た
だ
た
だ
辛
い
だ
け
で

し
た
﹂
と
︑
斎
藤
さ
ん
は
当

時
を
振
り
返
る
︒

　

遺
体
捜
索
が
一
段
落
す
る

と
︑
が
れ
き
や
ヘ
ド
ロ
の
片

付
け
や
︑
壊
れ
た
家
屋
の
解

体
作
業
に
追
わ
れ
た
︒
津
波

に
襲
わ
れ
て
酷
い
状
態
に
な

っ
て
い
た
街
が
少
し
ず
つ
片

付
い
て
い
く
と
︑
新
た
な
家

屋
を
建
設
す
る
た
め
の
資
材

の
運
搬
を
手
が
け
る
よ
う
に

な
っ
た
が
︑
そ
こ
に
至
る
ま

で
に
は
２
年
ほ
ど
の
歳
月
が

必
要
で
あ
っ
た
︒﹁
震
災
か
ら

の
復
旧
・
復
興
を
絶
対
に
成

し
遂
げ
る
﹂
と
の
思
い
で
︑

斎
藤
さ
ん
は
忙
し
い
毎
日
を

送
っ
た
と
い
う
︒

　

震
災
に
直
面
す
る
前
ま
で

は
︑
ダ
ン
プ
車
の
ド
ラ
イ
バ

ー
の
仕
事
を
単
に
﹁
仕
事
と

し
て
﹂
日
々
こ
な
し
て
き
た

斎
藤
さ
ん
︒
想
像
を
は
る
か

に
超
え
る
規
模
の
震
災
が
発

生
し
︑
津
波
に
よ
っ
て
破
壊

さ
れ
た
街
が
︑
斎
藤
さ
ん
を

は
じ
め
と
し
た
多
く
の
人
々

の
努
力
に
よ
っ
て
少
し
ず
つ

復
旧
し
て
い
き
︑
街
に
も
徐

々
に
賑
わ
い
が
取
り
戻
さ
れ

つ
つ
あ
る
︒
震
災
か
ら
の
復

旧
に
携
わ
っ
た
こ
と
で
︑
斎

藤
さ
ん
の
心
の
中
に
は
﹁
自

分
の
仕
事
が
︑
多
く
の
被
災

者
の
役
に
立
っ
て
い
る
の
だ
﹂

と
い
う
思
い
が
芽
生
え
た
︒

　
﹁
震
災
対
応
を
通
じ
て
︑

私
は
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー

と
し
て
貴
重
な
経
験
を
積
む

こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い

か
と
感
じ
て
い
ま
す
︒
地
元

の
復
旧
に
携
わ
る
こ
と
が
で

き
た
こ
と
で
︑
私
は
﹃
ダ
ン

プ
車
の
ド
ラ
イ
バ
ー
で
本
当

に
良
か
っ
た
﹄
と
強
く
感
じ

ま
し
た
︒
街
の
完
全
な
復
興

に
は
ま
だ
ま
だ
時
間
が
か
か

る
と
思
い
ま
す
が
︑
ダ
ン
プ

車
の
ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て
︑

街
が
復
興
を
果
た
す
の
を
見

　

斎
藤
さ
ん
は
︑
基
本
的
に

日
曜
日
が
休
日
と
な
っ
て
い

る
︒
昨
年
ま
で
は
休
日
に
な

る
と
︑
母
親
が
住
ん
で
い
た

復
興
住
宅
に
見
舞
い
に
行
っ

て
い
た
と
い
う
︒
現
在
は
︑

家
族
の
中
で
男
手
が
斎
藤
さ

　

㈲
丸
伝
運
輸
で
大
型
ダ
ン

プ
車
の
ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て

勤
務
す
る
斎
藤
秀
次
さ
ん

は
︑
平
成
15
年
に
同
社
に
入

社
し
た
︒

　

斎
藤
さ
ん
は
高
等
学
校
卒

業
後
︑
水
産
加
工
会
社
に
勤

め
て
い
た
が
︑
そ
こ
に
出
入

り
す
る
大
型
ト
ラ
ッ
ク
を
見
て

﹁
自
分
も
運
転
し
て
み
た

い
﹂
と
一
念
発
起
︒
21
歳
に

な
っ
て
す
ぐ
大
型
免
許
を
取

得
し
た
︒
免
許
取
得
後
︑
し

ば
ら
く
は
別
の
運
送
会
社
に

勤
め
て
い
た
が
︑家
族
（
妻
︑

娘
１
人
）
が
病
気
を
患
っ
て

し
ま
い
︑
看
病
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
く
な
っ
た
た
め
︑

そ
れ
ま
で
の
勤
務
体
制
で
は

仕
事
を
続
け
る
こ
と
が
難
し

く
な
っ
た
︒
そ
こ
で
︑
同
社

に
転
職
す
る
こ
と
に
し
た
が
︑

面
接
時
に
は
家
族
の
状
況
に

つ
い
て
社
長
に
相
談
し
︑
理

解
を
得
た
上
で
入
社
に
至
っ

た
︒
な
お
︑
入
社
し
た
当
時

は
︑
ダ
ン
プ
車
に
対
し
て
は

特
別
深
い
思
い
入
れ
が
あ
っ

た
と
い
う
わ
け
で
は
な
か
っ

た
と
い
う
︒

　

斎
藤
さ
ん
が
同
社
に
入
社

し
て
８
年
ほ
ど
が
過
ぎ
た
︑

23
年
３
月
11
日
︒
こ
の
日
も

斎
藤
さ
ん
は
現
場
で
作
業
を

し
て
い
た
が
︑
雪
が
降
っ
て

き
た
た
め
に
作
業
は
途
中
で

中
止
に
な
っ
た
︒
14
時
46
分

に
東
日
本
大
震
災
が
発
生
︒

斎
藤
さ
ん
は
︑﹁
ま
ず
は
会

社
に
戻
り
︑
母
親
が
心
配
だ

か
ら
急
い
で
母
親
の
と
こ
ろ

に
行
こ
う
﹂
と
︑
地
震
の
揺

れ
が
収
ま
る
と
ダ
ン
プ
を
走

ら
せ
た
︒

　

当
時
の
同
社
本
社
は
旧
北

上
川
の
近
く
に
あ
っ
た
︒
斎

藤
さ
ん
が
事
務
所
に
戻
る

と
︑
す
ぐ
に
事
務
所
の
床
上

ま
で
津
波
が
押
し
寄
せ
た
︒

斎
藤
さ
ん
は
慌
て
て
ダ
ン
プ

車
の
キ
ャ
ビ
ン
の
上
に
よ
じ

登
っ
た
︒
津
波
は
タ
イ
ヤ
の

上
か
ら
８
分
目
ま
で
の
高
さ

に
達
し
た
も
の
の
︑
少
し
ず

つ
波
が
引
い
て
き
た
頃
を
見

計
ら
っ
て
斎
藤
さ

ん
は
避
難
し
た
︒

　

震
災
直
後
は
家

族
の
安
否
確
認
に

追
わ
れ
︑
会
社
の

業
務
は
完
全
に
ス

ト
ッ
プ
し
た
︒
し

か
し
︑
数
日
経
つ

と
徐
々
に
社
員
が

出
社
す
る
よ
う
に

な
っ
た
︒
震
災
か

ら
１
週
間
が
過

ぎ
︑
斎
藤
さ
ん
は

他
の
人
か
ら
少
し

遅
れ
て
会
社
に
戻

っ
て
き
た
︒
会
社

だ
っ
た
と
し
た
ら
︑
非
常
に

危
険
で
す
︒
当
社
で
は
︑
ス

タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
に
履
き

替
え
た
時
点
で
︑
ど
ん
な
路

面
状
態
で
あ
っ
た
と
し
て
も

﹁
今
の
季
節
は
冬
で
あ
る
﹂

と
位
置
付
け
て
︑
い
つ
も
よ

り
も
慎
重
な
運
転
操
作
を
さ

せ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
︒

　

東
日
本
大
震
災
発
生
当

時
︑
私
は
宮
城
県
ト
ラ
ッ
ク

協
会
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
協
議

会
の
会
長
を
務
め
て
い
ま
し

た
︒
震
災
前
に
は
公
共
工
事

の
減
少
な
ど
も
あ
り
︑
ダ
ン

プ
の
仕
事
が
少
な
か
っ
た
時

期
が
あ
り
ま
し
た
︒
そ
こ
で
︑

東
北
６
県
の
ト
ラ
ッ
ク
協
会

で
話
し
合
い
︑
繁
忙
期
に
は

需
要
の
多
い
県
に
対
し
て
ダ

ン
プ
車
を
融
通
し
合
う
よ
う

な
仕
組
み
を
作
っ
て
い
ま
し

た
︒
震
災
発
生
時
に
は
︑
そ

の
仕
組
み
が
活
か
さ
れ
ま
し

た
︒
さ
ら
に
︑
全
国
各
地
か

ら
ダ
ン
プ
車
を
派
遣
し
て
い

た
だ
く
な
ど
︑
全
国
各
地
の

業
界
の
皆
様
か
ら
の
温
か
い

ご
支
援
を
頂
戴
し
な
が
ら
︑

地
域
の
復
興
に
向
け
て
懸
命

に
努
力
し
て
き
ま
し
た
︒
被

災
地
の
一
刻
も
早
い
復
旧
・

復
興
を
目
指
す
た
め
の
﹁
集

中
復
興
期
間
﹂
が
27
年
度
で

終
了
し
た
た
め
︑
現
在
当
地

で
は
ダ
ン
プ
車
へ
の
需
要
は

震
災
前
の
状
況
に
戻
り
つ
つ

あ
り
ま
す
︒

　

震
災
の
際
に
最
も
大
変
だ

っ
た
の
が
︑
社
員
の
安
否
確

認
で
し
た
︒
被
災
地
で
は
︑

被
災
地
内
へ
の
電
話
は
ほ
と

ん
ど
通
じ
な
か
っ
た
一
方
︑

被
災
地
か
ら
遠
距
離
地
域
へ

の
通
話
は
比
較
的
通
じ
ま
し

た
︒
そ
こ
で
︑
関
西
や
九
州

な
ど
遠
距
離
の
地
域
の
事
業

者
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
︑

災
害
発
生
時
に
は
自
社
社
員

か
ら
協
力
事
業
者
に
安
否
情

報
を
連
絡
さ
せ
て
い
た
だ

き
︑
協
力
事
業
者
に
情
報
を

集
約
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に

す
る
と
い
っ
た
仕
組
み
を
︑

現
在
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
︒

《　コ　ラ　ム　》

斎藤 秀次さん

後藤 嘉則
代表取締役

㈲丸伝運輸
［後藤嘉則　代表取締役］

所在地� 宮城県石巻市不動町 2-12-7
資本金� 500 万円
設立� 昭和 58 年 11月28日
従業員数� 23 人（うちドライバー17 人）
車両数� 19 台

一
念
発
起
し
て
大
型
免
許
を
取
得

ア
イ
コ
ン
タ
ク
ト
で
事
故
を
未
然
に
防
ぐ

「
今
の
生
活
を
絶
対
に
壊
し
た
く
は
な
い
」

　

過
信
を
断
ち
切
っ
て
安
全
に
努
め
る

打
ち
合
わ
せ
を
念
入
り
に
行
い
事
故

防
止
に
努
め
る
斎
藤
さ
ん

安
全
輸
送
実
現
の
た
め
ア
ル
コ
ー
ル

チ
ェ
ッ
ク
は
欠
か
せ
な
い

※「働き方・休み方改善ポータルサイト」は、厚労省ホームページよりアクセス
することができます。

苦
労
し
た
震
災
発
生
時
の
安
否
確
認

広
域
的
な
協
力
体
制
が
必
要
に

後ご
と
う藤 

嘉よ
し
の
り則 

代
表
取
締
役

㈲
丸
伝
運
輸
（
宮
城
県
石
巻
市
）

ダ
ン
プ
車
の
ド
ラ
イ
バ
ー　

斎さ
い
と
う藤　

秀ひ
で
つ
ぐ次
さ
ん
（
47
歳
）

自
分
の
仕
事
が
多
く
の
被
災
者
に
役
立
つ

「
３
・
11
」
通
じ
て
仕
事
の
価
値
を
再
認
識

「
ダ
ン
プ
車
の
ド
ラ
イ
バ
ー
で
良
か
っ
た
」

震
災
復
旧
を
通
じ
て
確
信

地
元
の
復
興
に
貢
献
し
て
い
く
た
め
に

将
来
の
安
全
輸
送
を
強
く
誓
う
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北
部
港
運
㈱
は
︑
昭
和
42

年
12
月
に
沖
縄
県
北
部
の
今

帰
仁
村
の
運
天
港
に
設
立
さ

れ
た
︒
県
北
部
地
域
の
物
産

な
ど
の
荷
役
請
負
業
務
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
︑
50
年
の
﹁
沖

縄
国
際
海
洋
博
覧
会
﹂
に
合

わ
せ
て
本も

と

ぶ部
新
港
が
開
港

し
︑
貨
物
輸
送
や
旅
客
運
送

が
盛
ん
に
な
っ
た
後
︑
57
年

に
同
地
区
に
あ
っ
た
新
港
運

輸
㈱
と
合
併
し
て
同
社
か
ら

石
炭
荷
揚
げ
作
業
を
引
き
継

ぎ
︑
現
在
の
メ
イ
ン
事
業
で

あ
る
一
般
港
湾
運
送
と
倉
庫

業
︑
ま
た
︑
こ
れ
に
関
連
す

る
一
般
貨
物
運
送
事
業
を
展

開
し
て
い
る
︒

　

現
在
は
︑
本
部
港
が
平
成

12
年
に
全
国
で
13
港
目
の

﹁
特
定
地
域
振
興
重
要
港

　

最
近
の
同
社
独
自
の
取
り

組
み
と
し
て
︑﹁
や
ん
ば
る

定
期
便
﹂
が
あ
る
︒
那
覇
空

港
や
那
覇
港
な
ど
の
那
覇
地

域
か
ら
本
部
町
を
中
心
と
し

た
沖
縄
北
部
地
区
へ
の
小
口

貨
物
を
︑
週
当
た
り
８
・
５

便
ト
レ
ー
ラ
輸
送
で
結
ん
で

い
る
︒
対
象
と
な
る
貨
物
は
︑

宅
配
貨
物
の
よ
う
な
個
人
の

手
荷
物
よ
り
大
き
く
︑ま
た
︑

企
業
物
流
の
１
車
建
て
に
チ

ャ
ー
タ
ー
す
る
に
は
小
さ
い

ま
た
は
少
な
い
貨
物
で
︑
容

積
に
し
て
１
～
６
立
方
㍍
程

度
の
貨
物
で
あ
る
︒

　

シ
ス
テ
ム
を
も
う
少
し
詳

し
く
み
る
と
︑
例
え
ば
︑
那

覇
地
域
か
ら
本
部
地
域
へ
向

か
う
便
で
は
︑
本
土
な
ど
か

ら
那
覇
の
空
港
や
港
に
運
ば

湾
﹂に
指
定（
当
時
運
輸
省
）

さ
れ
た
こ
と
か
ら
︑
本
社
は

重
要
港
湾
の
運
天
港
に
残
し

た
ま
ま
︑
本
部
港
に
営
業
所

や
倉
庫
を
次
々
と
整
備
し
︑

徐
々
に
本
部
港
に
シ
フ
ト
し

て
い
っ
た
︒
な
お
︑24
年
に
は
︑

本
部
町
が
保
有
す
る
﹁
本
部

町
物
流
セ
ン
タ
ー
﹂
が
建
設

れ
た
貨
物
の
ほ
か
︑
こ
の
事

業
に
協
力
す
る
運
送
事
業
者

に
よ
っ
て
那
覇
地
区
内
で
集

荷
さ
れ
た
貨
物
を
ミ
ル
ク
ラ

ン
で
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
︑
ト
レ

ー
ラ
建
て
に
し
て
本
部
地
域

へ
陸
路
で
北
上
し
て
い
く
︒

本
部
港
で
は
︑
同
社
の
施
設

を
拠
点
と
し
て
︑
届
け
ら
れ

た
貨
物
を
仕
分
け
し
︑
そ
し

て
︑
北
部
地
域
全
体
へ
の
小

口
配
送
を
行
う
︒
も
ち
ろ
ん
︑

本
部
港
か
ら
伊
是
名
島
な
ど

離
島
へ
︑
さ
ら
に
末
端
へ
の

配
送
も
行
う
︒
こ
れ
が
本
部

地
域
か
ら
那
覇
地
域
行
き
の

便
で
は
︑
本
部
行
き
の
便
と

ま
っ
た
く
逆
の
流
れ
と
な
る
︒

　

現
在
は
︑
本
部
地
域
の
み

に
拠
点
が
あ
り
︑
那
覇
に
は

拠
点
が
な
い
た
め
那
覇
地
域

で
は
ミ
ル
ク
ラ
ン
方
式
と
な

る
が
︑
同
社
で
は
︑
今
後
は

那
覇
地
域
で
も
拠
点
を
整
備

し
︑
さ
ら
に
次
の
ス
テ
ー
ジ

を
目
指
す
こ
と
に
し
て
い
る
︒

さ
れ
︑
そ
の
運
営
を
同
社
が

委
託
さ
れ
て
い
る
︒

　
﹁
私
は
︑
元
々
は
他
の
企

業
に
お
り
ま
し
た
が
︑
現
会

長
か
ら
の
誘
い
を
受
け
︑
平

成
18
年
に
社
長
に
就
任
し
ま

し
た
︒
社
長
就
任
を
契
機
に
︑

そ
れ
ま
で
の
一
般
港
湾
運
送

事
業
に
加
え
て
一
般
貨
物
運

送
事
業
を
開
始
︑
拡
大
し
て

き
ま
し
た
︒
港
湾
運
送
は
︑

悪
天
候
に
よ
り
船
が
欠
航
と

な
る
と
貨
物
の
取
り
扱
い
が

止
ま
る
な
ど
不
安
定
な
と
こ

ろ
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
︒
弊

社
で
は
倉
庫
業
も
展
開
し
て

お
り
︑
荷
主
か
ら
集
荷
し
た

船
に
積
み
込
む
ま
で
の
貨
物

や
︑
船
に
よ
り
港
に
到
着
し

た
貨
物
を
配
送
す
る
ま
で
の

間
保
管
し
て
い
ま
す
︒
こ
の

船
舶
荷
役
か
ら
一
貫
し
た
集

・
出
荷
体
制
を
整
え
る
た
め

に
一
般
貨
物
輸
送
が
必
要
で

あ
り
︑
こ
の
３
本
柱
が
整
っ

た
こ
と
で
︑
荷
主
に
と
っ
て

も
ス
ム
ー
ズ
な
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
と
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
が
可

能
と
な
り
︑
な
に
よ
り
も
主

力
の
港
湾
運
送
の
充
実
に
繋

が
っ
て
い
き
ま
し
た
﹂（
崎
原

清
社
長
）

物
の
保
管
︑
安
定
供
給
の
た

め
に
︑
冷
蔵
冷
凍
倉
庫
で
あ

る﹃
本
部
町
物
流
セ
ン
タ
ー
﹄

が
整
備
さ
れ
ま
し
た
︒
弊
社

が
運
営
を
任
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
が
︑
セ
ン
タ
ー
の

活
用
は
本
部
港
の
北
部
地
域

の
物
流
拠
点
と
し
て
の
機
能

を
最
大
限
に
発
揮
さ
せ
る
も

の
で
︑
生
産
者
が
報
わ
れ
る

好
循
環
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に

ほ
か
な
り
ま
せ
ん
︒
当
社
が

ト
ラ
ッ
ク
輸
送
業
務
を
遂
行

す
る
こ
と
で
地
域
の
特
産
物

な
ど
の
価
値
を
高
め
︑
地
域

の
産
業
振
興
︑
雇
用
促
進
な

　

一
方
︑
沖
縄
な
ら
で
は
の

課
題
と
し
て
は
︑
気
候
と
離

島
の
問
題
が
あ
る
︒
気
候
の

面
で
は
︑
日
本
で
は
小
笠
原

諸
島
と
沖
縄
列
島
が
属
す
る

﹁
亜
熱
帯
﹂
に
関
す
る
こ
と

で
あ
る
︒

　
﹁
最
近
の
地
球
温
暖
化
も

影
響
し
て
い
る
の
か
︑
年
々

気
温
が
上
昇
し
︑
ド
ラ
イ
バ

ー
が
休
息
す
る
時
な
ど
︑
駐

車
中
で
も
ア
イ
ド
リ
ン
グ
を

止
め
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ

て
き
て
い
ま
す
︒
環
境
保
全

の
た
め
に
︑﹃
無
駄
な
ア
イ
ド

リ
ン
グ
は
ス
ト
ッ
プ
﹄
と
指

導
し
て
い
ま
す
が
︑
生
身
の

人
間
が
運
転
し
て
い
る
わ
け

で
︑
南
国
の
強
い
太
陽
の
日

射
で
運
転
室
内
は
到
底
ク
ー

ラ
ー
な
し
で
い
ら
れ
る
も
の

で
な
く
︑
熱
中
症
対
策
と
し

い
ま
す
が
︑
ラ
ジ
エ
ー
タ
ー

な
ど
防
ぎ
き
れ
な
い
部
分
で

腐
食
が
進
み
︑
日
本
の
他
の

地
域
よ
り
は
損
傷
が
早
く
進

む
と
思
い
ま
す
﹂（
同
）
と
︑

整
備
費
用
の
負
担
の
多
さ
を

嘆
く
︒
ま
た
︑
こ
の
塩
害
対

策
に
は
︑﹁
と
に
か
く
マ
メ
に

洗
車
す
る
し
か
対
策
は
な
い
﹂

（
同
）
と
い
う
︒

　

さ
ら
に
︑
沖
縄
特
有
で
あ

り
︑
ま
た
︑
離
島
特
有
の
課

題
で
あ
る
が
︑
離
島
へ
の
輸

配
送
は
︑
時
に
よ
り
日
帰
り

特
に
稚
内
港
は
底
曵
き
船
な

ど
北
洋
漁
業
を
中
心
と
す
る

水
産
業
が
発
展
し
て
い
ま
し

た
が
︑
昭
和
52
年
の
﹃
２
０

０
海
里
漁
業
専
管
水
域
﹄
の

設
定
に
よ
り
︑
関
連
業
種
を

含
め
て
打
撃
を
受
け
︑
沿
岸

漁
業
に
シ
フ
ト
し
ま
し
た
が
︑

就
業
人
口
が
大
き
く
減
少

し
︑
ピ
ー
ク
時
に
は
６
万
人

ほ
ど
い
た
市
の
人
口
が
３
万

５
千
人
ま
で
減
少
す
る
な

ど
︑
産
業
構
造
を
大
き
く
変

え
て
き
た
経
緯
が
あ
り
ま

す
︒
現
在
は
︑
公
共
事
業
に

頼
る
部
分
が
大
き
く
︑
運
送

輸
送
が
困
難
な
場
合
が
あ

り
︑
長
時
間
労
働
に
な
っ
て

し
ま
う
こ
と
や
点
呼
実
施
に

も
支
障
が
出
て
し
ま
う
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
る
︒

　

島
に
よ
っ
て
は
運
送
事
業

者
が
ま
っ
た
く
存
在
し
な
い

島
も
あ
り
︑
そ
う
な
る
と
︑

当
然
自
社
で
配
送
す
る
こ
と

と
な
る
︒
限
ら
れ
た
フ
ェ
リ

ー
の
時
間
で
︑
そ
れ
に
間
に

合
わ
な
け
れ
ば
日
帰
り
で
き

ず
︑
ま
た
︑
点
呼
も
対
面
点

呼
で
き
な
い
︒

　
﹁
定
期
的
に
輸
送
す
る
島

も
あ
り
︑
本
来
で
あ
れ
ば
︑

そ
こ
に
営
業
所
を
設
け
ド
ラ

イ
バ
ー
の
管
理
を
で
き
れ
ば

い
い
の
で
す
が
︑
営
業
所
に

は
５
台
以
上
置
く
必
要
が
あ

り
ま
す
︒
５
台
置
く
ほ
ど
の

需
要
が
見
込
め
な
い
の
で
運

送
事
業
者
が
い
な
い
島
に
︑

無
理
に
営
業
所
を
置
く
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
﹂（
同
）

　

沖
縄
は
好
景
気
に
支
え
ら

れ
︑建
設
需
要
も
旺
盛
だ
が
︑

工
事
現
場
へ
の
建
設
資
材
の

輸
送
で
も
現
行
規
制
と
現
場

で
の
実
情
の
か
い
離
が
多
い

と
い
う
︒

　

特
殊
車
両
通
行
許
可
申
請

を
行
う
と
︑
現
在
で
は
２
か

月
程
度
の
処
理
期
間
を
必
要

と
す
る
と
い
う
︒

　
事
業
に
つ
い
て
も
水
産
関
連

輸
送
か
ら
公
共
事
業
関
連
の

貨
物
輸
送
に
シ
フ
ト
す
る
企

業
が
多
く
を
占
め
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
﹂（
貝
森
輝
幸

社
長
）

　

同
社
は
︑
建
設
業
と
運
送

事
業
を
併
設
し
て
お
り
︑
建

設
業
で
は
国
道
・
道
道
・
市

道
な
ど
の
新
設
や
改
良
︑
河

川
の
改
修
な
ど
社
会
資
本
整

備
を
︑
ま
た
︑
定
期
的
な
道

路
の
維
持
・
補
修
︑
そ
し
て

冬
季
の
除
排
雪
を
行
っ
て
い

る
︒

　
﹁
島と

う
し
ょ嶼
県
で
鉄
道
も
な
い

沖
縄
に
と
っ
て
︑
ト
ラ
ッ
ク

輸
送
と
い
う
物
流
は
︑
沖
縄

の
生
活
や
経
済
活
動
を
支
え

る
ま
さ
に
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で

す
︒
弊
社
は
創
業
以
来
︑
島

の
人
々
の
生
活
に
必
要
な
︑

あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
毎

日
運
び
続
け
て
︑
50
周
年
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
︒

﹃
よ
り
よ
い
物
流
シ
ス
テ
ム

の
確
立
﹄
を
テ
ー
マ
に
︑
お

客
様
の
物
流
の
最
適
化
を
図

り
な
が
ら
︑
物
流
の
ト
ー
タ

ル
コ
ス
ト
削
減
︑
北
部
地
域

の
物
流
︑
そ
し
て
沖
縄
の
発

展
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
︒

こ
の
た
め
に
も
︑
現
状
に
合

わ
な
い
規
制
や
規
則
な
ど
を

見
直
し
︑
皆
が
遵
守
で
き
︑

そ
し
て
本
当
に
物
流
が
よ
く

な
る
よ
う
な
方
向
に
行
政
と

共
に
考
え
︑
改
善
し
て
い
け

た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
﹂（
崎

原
社
長
）

　

一
方
︑
運
送
事
業
で
は
︑

そ
れ
ら
公
共
事
業
に
関
連
す

る
一
切
の
資
材
輸
送
を
担
っ

て
い
る
︒
特
に
運
送
事
業
に

つ
い
て
詳
し
く
み
る
と
︑
夏

場
に
は
建
設
関
連
の
資
材
と

し
て
鉄
骨
︑
骨
材
︑
石
材
︑

砂
利
︑
砂
な
ど
を
︒
ま
た
︑

年
間
を
通
じ
て
︑
ダ
ン
プ
車

を
活
用
し
て
︑
夏
は
土
砂
︑

石
材
︑
ま
た
︑
酪
農
関
連
で

は
牧
草
な
ど
を
牧
場
の
サ
イ

ロ
へ
︒
さ
ら
に
︑
各
現
場
へ

重
機
や
特
殊
車
両
の
運
搬

を
︒
そ
し
て
︑
冬
場
に
は
︑

道
路
で
除
雪
・
排
雪
し
た
雪

の
運
搬
な
ど
を
行
い
︑
稚
内

市
の
道
路
イ
ン
フ
ラ
維
持
に

欠
か
せ
な
い
事
業
を
展
開
し

て
い
る
︒

　
﹁
現
在
は
︑
協
力
会
社
の

力
を
借
り
て
︑
那
覇
地
域
で

の
集
貨
・
配
送
を
行
っ
て
い

ま
す
が
︑
近
い
将
来
︑
那
覇

拠
点
を
整
備
し
て
︑
本
部
港

で
実
施
し
て
い
る
体
制
と
対

の
拠
点
と
し
ま
す
︒
こ
の
拠

点
整
備
が
完
成
し
た
暁
に

は
︑
那
覇
と
本
部
の
間
の
幹

線
部
分
は
こ
れ
ま
で
陸
送
で

し
た
が
︑
そ
こ
か
ら
海
上
輸

送
に
シ
フ
ト
し
て
い
き
ま
す
︒

現
在
は
︑
そ
の
一
歩
手
前
の

ス
テ
ー
ジ
で
︑
那
覇
地
域
︑

ま
た
本
部
地
域
で
の
﹃
や
ん

ば
る
定
期
便
﹄
の
実
績
を
積

み
重
ね
︑
知
名
度
や
信
頼
度

を
高
め
る
基
礎
固
め
に
あ
り

ま
す
︒
確
実
に
ご
利
用
い
た

だ
け
る
と
ご
理
解
い
た
だ

き
︑
受
け
入
れ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
ら
︑
本
来
の
目
的
で

あ
る
海
上
輸
送
へ
モ
ー
ダ
ル

シ
フ
ト
し
て
い
き
ま
す
﹂（
同
）

　

観
光
業
界
を
中
心
に
活
況

な
沖
縄
経
済
は
︑
現
在
︑
深

刻
な
人
手
不
足
に
あ
る
︒
ト

ラ
ッ
ク
運
送
業
界
だ
け
で
な

く
︑
全
産
業
で
共
通
の
課
題

で
あ
る
人
材
不
足
を
︑
幹
線

輸
送
部
分
を
海
上
輸
送
に
切

り
替
え
る
こ
と
で
省
力
化
が

図
れ
る
ほ
か
︑
渋
滞
が
深
刻

化
す
る
現
在
の
道
路
状
況
の

回
避
に
も
有
効
に
機
能
し
︑

生
産
性
向
上
に
期
待
が
も
て

る
取
り
組
み
だ
︒

　

ま
た
︑
省
力
化
︑
生
産
性

向
上
だ
け
が
目
的
で
は
な
い
︒

　
﹁
沖
縄
本
島
北
部
地
域
は

一
次
産
業
で
あ
る
農
業
︑
漁

業
︑
畜
産
業
が
多
く
︑
生
産

ど
の
支
援
に
な
っ
て
い
る
も
の

と
考
え
て
お
り
︑﹃
や
ん
ば

る
便
﹄
も
そ
の
一
助
と
な
る

て
も
ク
ー
ラ
ー
を
止
め
る
わ

け
に
は
い
き
ま
せ
ん
︒
ち
な

み
に
︑
沖
縄
で
は
12
月
で
も

日
中
は
ク
ー
ラ
ー
な
し
で
は

い
ら
れ
ま
せ
ん
﹂（
長
浜
雅

敏
専
務
取
締
役
）

　

錦
産
業
㈱
は
︑
日
本
の
最

北
端
の
都
市
︑
北
海
道
稚
内

市
に
本
社
を
構
え
る
︒
同
社

は
︑
土
木
工
事
を
主
体
と
し

て
昭
和
45
年
に
創
業
︒
土
木

工
事
に
付
随
す
る
様
々
な
土

木
工
事
用
資
材
の
輸
送
事
業

の
ほ
か
︑
一
般
貨
物
自
動
車

運
送
事
業
︑
さ
ら
に
は
︑
自

動
車
整
備
事
業
な
ど
地
域
密

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
﹂（
同
）

　

ま
た
︑
北
部
地
方
の
幹
線

道
路
は
沖
縄
本
島
の
東
西
海

岸
線
に
沿
っ
て
い
る
も
の
が

多
く
︑
塩
害
に
よ
る
被
害
を

防
ぐ
た
め
に
は
︑
整
備
費
用

と
手
間
が
か
か
る
と
い
う
︒

﹁
塗
料
で
塩
害
対
策
を
し
て

着
型
の
企
業
と
し
て
発
展
し

て
き
た
︒

　
﹁
稚
内
市
は
︑
ロ
シ
ア
と
の

国
境
の
街
と
し
て
︑
明
治
時

代
か
ら
交
通
運
輸
の
北
の
要

衝
と
し
て
発
展
し
︑
戦
後
は

水
産
︑
農
業
︑
観
光
を
基
幹

産
業
と
し
て
き
ま
し
た
︒
ま

た
︑
旭
川
以
北
で
最
大
の
都

市
で
あ
る
こ
と
か
ら
︑
国
や

地
方
自
治
体
の
機
関
な
ど
が

置
か
れ
︑
さ
ら
に
港
湾
は
重

要
港
湾
の
稚
内
港
を
は
じ

め
︑
地
方
港
湾
の
宗
谷
港
な

ど
９
つ
の
港
が
あ
り
ま
す
︒

 
日
本
の
物
流
企
業
を
訪
ね
て

「
南
」と「
北
」で
こ
れ
だ
け
違
う
輸
送
事
情

　

国
民
生
活
と
産
業
経
済
活
動
の
全
て
に
か
か

わ
る
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
︒
ま
さ
に
あ
り
と
あ
ら
ゆ

る
も
の
を
運
ん
で
い
る
が
︑
輸
送
品
目
や
輸
送

経
路
・
範
囲
︑
そ
し
て
本
社
所
在
地
域
な
ど
が

違
え
ば
︑
輸
送
事
情
も
ま
っ
た
く
異
な
る
も
の

だ
ろ
う
︒

　

そ
こ
で
︑﹃
広
報
と
ら
っ
く
﹄
で
は
︑
新
春
特

集
と
し
て
︑
南
は
沖
縄
県
の
北
部
港
運
㈱
を
︑

北
は
北
海
道
の
錦
産
業
㈱
の
２
社
を
訪
問
し
︑

日
本
国
内
で
両
端
に
所
在
す
る
両
社
の
事
業
内

容
等
を
取
材
し
た
︒
本
社
間
を
地
図
上
の
直
線

距
離
で
結
ぶ
と
︑
お
よ
そ
２
４
０
０
㌔
㍍
離
れ

た
２
社
は
︑
ま
っ
た
く
異
な
る
事
業
を
展
開
し

て
い
る
印
象
だ
が
︑
両
社
の
根
底
に
流
れ
て
い

る
企
業
姿
勢
は
︑﹁
地
域
に
貢
献
し
︑
地
域
と

共
に
発
展
す
る
﹂と
い
う
︑共
通
の
理
念
だ
っ
た
︒

「広報とらっく」 平成30年新春特集③港
湾
、
倉
庫
、
一
般
貨
物
輸
送
の
３
本
柱

密
接
に
連
動
す
る
物
流
事
業
で
地
域
に
貢
献

沖
縄
県
北
部
の
物
流
を
一
括
し
て
担
う

北
部
港
運
株
式
会
社
（
沖
縄
県
今な

き

じ

ん

帰
仁
村
）

［企業プロフィール］
■ 社　　　名 北部港運株式会社
■ 本社所在地 沖縄県国頭郡今帰仁村字上運天335－10
■ 代　表　者 崎原　清　代表取締役社長
■ 設　　　立 昭和42年12月
■ 資　本　金 1,150万円
■ 従 業 員 数  110人（うちドライバー20人）
■ 車　両　数 49台

「
次
の
ス
テ
ー
ジ
」
へ
ジ
ャ
ン
プ
ア
ッ
プ

離
島
へ
の
輸
送
で
は
長
時
間
労
働
が
課
題
に

海
上
輸
送
へ
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ

12
月
で
も
ク
ー
ラ
ー
が
必
要
!?

北
代
表

南
代
表

錦
産
業
株
式
会
社
（
北
海
道
稚
内
市
）

本
部
地
域
と
那
覇
地
域
を
結
ぶ
、
同
社
が
新
た
な
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
取
り
組
む

「
や
ん
ば
る
定
期
便
」

崎原　清
代表取締役社長

貝森　輝幸
代表取締役社長　

長浜　雅敏
専務取締役

北部港運が運営委託を受けている「本部町物流センター」がある
本部港の全景

今帰仁村の古
こ う り

宇利島と名護市の屋
や が じ

我地島を結ぶ全長1,960mの
「古宇利大橋」。橋が架かると物流事情は劇的に変わる

地
域
社
会
に
密
着
し
て
発
展
続
け

生
活
基
盤
を
守
る
企
業
と
し
て
の
責
任

北
の
大
地
で
社
会
資
本
整
備
の
使
命
果
た
す

建設現場への重機の輸送なども手がける

メモ

北部港運がある
沖縄県北部地域はこんなところ

太陽と海と緑 ―観光文化のまち―
　沖縄本島北部一帯は、「やんばる」と呼ばれる自然豊かな土地で、
その北西部に位置する今帰仁村と本部町は、西に東シナ海、東に雄
大なカルスト地形や八重岳と、美しい景観や自然環境に育まれ、年間
400 万人以上の観光客が訪れる。また、カツオ、アセローラ、タンカ
ン、カーブチーなど、1年を通して旬の特産品が溢れ、海洋博記念
公園や沖縄美

ち ゅ ら う み

ら海水族館に代表される観光施設や、世界遺産の今帰
仁城址、備瀬のフクギ並木など見所も豊富。産業は農業、漁業、商
工業、観光が中心。
　気候は、年平均気温が22.5℃と温暖だが、八重岳などの山岳部で
は低地よりも温度差が激しく、最低 4℃まで下がることも。八重岳は、
日本一早い「桜まつり」で有名。
　沖縄の本土復帰後、昭和 50（1975）年には、沖縄国際海洋博覧
会会場となり国内外からの観客で活況を呈した。また、これを契機と
して道路、港湾、公共施設等、社会資本の整備が着々と進められ、
さらにその本土復帰から30年後には、国による北部振興事業が推進
されることとなり現在に至っている。
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食
　
文
　
化

ほんのヒトコマ ［第12回］

もしこんな探知犬がいたら…

122「
西
イ
チ
グ
ル
メ
の
旅
①
」 

Ｓ
Ａ・Ｐ
Ａ
の
グ
ル
メ
コ
ン
テ
ス
ト

　

高
速
道
路
で
は
誰
で
も
Ｓ

サ
ー
ビ
ス

Ａエ
リ
ア

・
Ｐ

パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
Ａ
の
お
世
話
に
な

る
︒
休
憩
︑ト
イ
レ
の
ほ
か
︑

売
店
を
の
ぞ
く
の
も
楽
し
い
︒

ど
こ
も
建
物
の
雰
囲
気
は
似

て
い
る
が
︑
エ
リ
ア
ご
と
に

地
産
の
食
べ
も
の
が
並
ん
で

い
る
か
ら
だ
︒
高
速
道
路
近

く
の
畑
で
何
を
つ
く
っ
て
い
る

か
︑
海
や
山
で
何
が
と
れ
る

か
も
す
ぐ
分
か
る
し
︑
名
産

品
も
一
目
瞭
然
で
あ
る
︒

　

そ
れ
に
加
え
︑
Ｓ
Ａ
・
Ｐ

Ａ
の
各
店
舗
で
地
元
の
幸
を

使
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
料
理
が

味
わ
え
る
│
│
こ
の
春
の
新

情
報
で
あ
る
︒
実
は
昨
年
末

に
︑
西
日
本
高
速
道
路
サ
ー

ビ
ス
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

㈱
が
主
催
す
る
﹁
西
イ
チ
グ

ル
メ
決
定
戦
﹂
に
審
査
員
と

し
て
参
加
し
て
き
た
の
だ
︒

う
れ
し
い
︒

　

最
終
の
本
戦
大
会
の
結
果

は
︑
グ
ラ
ン
プ
リ
／
山
陽
自

動
車
道
・
三
木
Ｓ
Ａ
（
上
り

線
）
の
三
田
牛
炙あ

ぶ

り
焼
き
の

完
熟
ト
マ
ト
丼
︑
準
グ
ラ
ン

プ
リ
／
山
陽
自
動
車
道
・
宮

島
Ｓ
Ａ
（
下
り
線
）
の
広
島

﹃
は
ぶ
て
焼
き
﹄
丼
︑
審
査

員
特
別
賞
／
九
州
自
動
車
道

・
古
賀
Ｓ
Ａ
（
上
り
線
）
の

の
ば
か
り
だ
か
ら
︑
と
も
あ

れ
︑﹁
高
速
を
降
り
な
く
て

は
地
元
の
味
を
食
べ
ら
れ
な

い
﹂
と
い
う
悩
み
は
し
ば
ら

く
解
決
で
き
そ
う
だ
︒
西
日

本
高
速
道
路
の
エ
リ
ア
を
走

る
と
き
に
は
︑
ぜ
ひ
積
極
的

に
休
憩
を
と
っ
て
い
た
だ
き

た
い
︒
な
お
︑
次
回
か
ら
は

受
賞
し
た
丼
を
ご
紹
介
す
る
︒

 
 

（
む
か
さ
・
ち
え
こ
）

　

最
終
審
査
の
対
象
は
︑
応

募
か
ら
勝
ち
上
が
っ
た
７
品

の
ご
当
地
丼
︒
各
Ｓ
Ａ
・
Ｐ

Ａ
の
店
舗
が
工
夫
し
た
ア
イ

デ
ィ
ア
丼
で
︑
地
元
の
食
材

を
見
事
に
使
い
こ
な
し
た
逸

品
メ
ニ
ュ
ー
ば
か
り
で
あ
る
︒

そ
し
て
︑
参
加
し
た
92
品
す

べ
て
が
︑
こ
の
３
月
末
ま
で

実
際
に
各
レ
ス
ト
ラ
ン
で
提

供
さ
れ
る
と
い
う
の
だ
か
ら

﹁
ロ
マ
ン
宿
る
海
の
道
﹂
む

な
か
た
三
昧
丼
︑
同
じ
く
審

査
員
特
別
賞
／
舞
鶴
若
狭

自
動
車
道
・
西
紀
Ｓ
Ａ
（
下

り
線
）
の
﹃
丹
波
ご
当
地
肉

″
三
種″
揃
い
ぶ
み
丼
﹄︒
い

ず
れ
も
凝
っ
て
い
る
け
ど
分

か
り
や
す
い
ネ
ー
ミ
ン
グ
だ
︒

　

そ
の
ほ
か
受
賞
に
至
ら
な

か
っ
た
丼
も
含
め
て
︑
ど
れ

も
地
元
の
幸
を
駆
使
し
た
も

法令　　  クイズ
マル　 バツ

 〜飲酒運転編〜
 【解 答】２面に問題

❶ ×（法第65条第1項）飲酒をしても、そ
の後6時間以上経過していれば運転して
も差し支えないという規定はなく、何時間
経過していようと酒気が残っていれば「酒
気帯び運転」となり、運転はできない。 
❷ ×（法第65条第1項　施行令44条の3）
身体に保有するアルコール量が呼気1リッ
トルにつき0.15ミリグラム未満の場合は、
罰則の対象にはならないが、違反行為で
あることに違いはないので、運転できな
い。
❸ ×（法第65条第1項　施行令33条の3

　施行令別表第三）違反点数25点は、前
歴がない場合でも欠格期間2年の免許取
消しになるので、最低2年間は免許が取得
できない。
❹ ×（法第117条の2　第1号）酒酔い運
転をすれば、事故を起こさなくても、「懲役
5年以下の懲役又は100万円以下の罰金」
の罰則が適用される。
❺ ○（法第65条第3項）何人も、第一項
の規定に違反して車両等を運転すること
となるおそれがある者に対し、酒類を提供
し、又は飲酒をすすめてはならない。

　

稚
内
市
で
は
︑
年
間
を
通

じ
て
気
温
が
低
く
︑
夏
に
も

ス
ト
ー
ブ
が
恋
し
く
な
る
ほ

ど
気
温
が
下
が
る
場
合
も
あ

る
︒
ま
し
て
や
冬
は
想
像
を

絶
す
る
︒

　

同
社
に
は
︑
冬
の
厳
し
さ

が
分
か
る
輸
送
（
車
両
）
の

工
夫
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
い

た
︒
そ
れ
は
︑
冬
季
の
ダ
ン

プ
輸
送
で
あ
る
︒
冬
季
の
土

砂
︑
雪
な
ど
ダ
ン
プ
の
荷
台

に
積
載
さ
れ
た
貨
物
は
︑
あ

ま
り
の
気
温
の
低
さ
か
ら
凍

結
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
︒

輸
送
先
で
ダ
ン
プ
の
荷
台
を

上
げ
て
も
土
砂
や
雪
︑
そ
の

他
貨
物
が
︑
凍
結
に
よ
り
荷

台
に
張
り
付
く
こ
と
で
荷
降

ろ
し
が
で
き
な
く
な
り
︑
業

務
に
支
障
を
来
た
し
て
し
ま

う
と
い
う
︒
こ
の
凍
結
・
張

り
付
き
を
防
ぐ
た
め
に
︑
同

社
の
ダ
ン
プ
車
両
に
は
︑
荷

台
を
温
め
る
装
置
を
搭
載
し

て
貨
物
が
凍
結
し
な
い
よ
う

に
し
て
あ
る
︒

　

こ
の
装
置
は
︑
エ
ン
ジ
ン

か
ら
排
出
さ
れ
る
排
気
ガ
ス

を
利
用
し
た
も
の
で
︑
マ
フ

ラ
ー
か
ら
排
気
用
と
は
別
の

管
で
排
気
ガ
ス
を
荷
台
下
に

設
け
た
空
間
へ
導
き
︑
暖
か

い
排
気
ガ
ス
を
通
す
こ
と
で

荷
台
底
面
を
温
め
︑
凍
結
を

防
ぐ
仕
組
み
だ
︒
エ
ン
ジ
ン

を
か
け
て
い
る
間
中
︑
荷
台

底
面
は
温
め
ら
れ
︑
荷
台
を

上
げ
た
際
に
ス
ム
ー
ズ
に
貨

物
が
滑
り
落
ち
る
よ
う
に
し

て
い
る
︒
特
別
な
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
必
要
と
せ
ず
︑
元
々
排

出
さ
れ
る
ガ
ス
を
利
・
活
用

し
た
ア
イ
デ
ア
で
︑
エ
ネ
ル

ギ
ー
的
に
は
無
駄
の
な
い
シ

ス
テ
ム
︒
装
置
を
取
り
付
け

る
こ
と
で
積
載
重
量
の
ト
ン

数
が
減
っ
て
し
ま
う
が
︑﹁
北

海
道
の
ダ
ン
プ
輸
送
に
は
欠

か
せ
な
い
装
置
﹂（
同
）
だ

と
い
う
︒

　

こ
の
他
に
北
海
道
な
ら
で

は
の
苦
労
と
し
て
は
︑﹁
様

々
な
コ
ス
ト
が
高
い
﹂（
同
）

と
い
う
悩
み
も
あ
る
︒
前
述

の
ダ
ン
プ
カ
ー
荷
台
の
凍
結

防
止
装
置
で
は
︑
積
載
重
量

が
減
じ
ら
れ
る
た
め
輸
送
効

率
が
下
が
る
こ
と
も
一
つ
︒

明
ら
か
に
コ
ス
ト
高
を
感
じ

ら
れ
る
の
は
軽
油
価
格
だ
ろ

う
︒
軽
油
は
留る

も

い萌
港
ま
た
は

苫と
ま
こ
ま
い

小
牧
港
か
ら
陸
送
さ
れ
て

く
る
た
め
︑
輸
送
コ
ス
ト
が

高
く
な
っ
て
し
ま
う
の
が
主

な
原
因
だ
︒
ま
た
︑
隣
の
都

市
ま
で
は
２
０
０
㌔
㍍
以
上

あ
り
︑
何
事
に
関
し
て
も
輸

送
費
と
輸
送
時
間
が
か
か
る

と
い
う
︒

　

例
え
ば
︑
ト
ラ
ッ
ク
が
故

障
し
た
場
合
︑
汎
用
部
品
な

ら
手
配
し
て
早
く
て
翌
営
業

日
︑
重
要
部
品
や
大
型
部
品

で
は
︑
手
配
か
ら
到
着
ま
で

数
日
か
か
る
︒

　

こ
の
た
め
︑
車
両
に
ト
ラ

ブ
ル
が
発
生
し
て
使
用
で
き

な
く
な
っ
た
場
合
に
備
え
て
︑

必
ず
第
一
線
で
使
用
で
き
る

予
備
車
を
準
備
し
て
お
く
必

要
が
あ
る
ほ
か
︑
自
分
で
で

き
る
修
理
は
自
分
で
完
結
で

き
る
よ
う
に
︑
部
品
も
ス
ト

ッ
ク
し
て
お
く
必
要
が
あ
る

と
い
う
︒

　
﹁
稚
内
で
は
︑
冬
季
は
道

路
の
滑
り
止
め
に
は
砂
を
使

用
す
る
の
で
心
配
は
少
な
い

の
で
す
が
︑
他
の
地
域
で
は

凍
結
防
止
剤
と
し
て
塩
化
カ

ル
シ
ウ
ム
を
道
路
に
撒
く
道

路
管
理
者
も
あ
り
︑
そ
の
塩

害
に
よ
る
錆
を
防
ぐ
た
め
に

車
両
に
錆
止
め
加
工
を
す
る

の
も
北
海
道
で
は
常
識
で
す
︒

弊
社
で
も
車
両
の
入
れ
替
え

目
安
は
８
年
な
ど
︑
車
両
の

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
は
短
い
方

で
す
︒
さ
ら
に
︑
ス
タ
ッ
ド

レ
ス
タ
イ
ヤ
や
チ
ェ
ー
ン
の
準

備
︑
寒
冷
地
に
対
応
し
た
バ

ッ
テ
リ
ー
や
発
電
機
︑
ヒ
ー

タ
ー
︑
油
脂
の
用
意
︑
さ
ら

に
︑
11
月
半
ば
ご
ろ
か
ら
３

月
い
っ
ぱ
い
ま
で
は
︑
夏
期

間
に
比
較
し
て
３
割
近
く
燃

費
が
悪
化
し
ま
す
の
で
︑
様

々
な
こ
と
を
勘
案
し
て
も
︑

　

公
共
事
業
と
観
光
︑
酪
農

が
基
幹
産
業
の
稚
内
で
事
業

を
展
開
す
る
同
社
に
と
っ
て
︑

地
域
と
共
に
あ
る
こ
と
は
非

常
に
重
要
な
こ
と
と
考
え
て

お
り
︑
こ
れ
ら
に
関
連
す
る

社
会
貢
献
に
も
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
︒

　

観
光
客
の
目
を
楽
し
ま
せ

日
本
で
は
︑
最
も
コ
ス
ト
が

高
く
か
か
る
場
所
の
一
つ
で

よ
う
と
︑
国
道
40
号
の
沿
道

に
植
栽
す
る
﹁
国
道
40
号
の

花
植
活
動
﹂
に
参
加
し
て
い

る
︒
同
社
で
は
副
港
市
場
前

の
沿
道
に
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド

を
植
え
て
い
る
︒
沿
道
に
彩

り
を
添
え
る
こ
と
で
観
光
客

に
喜
ん
で
も
ら
う
と
と
も
に
︑

市
民
の
癒
し
に
も
な
る
と
考

は
な
い
で
し
ょ
う
か
﹂（
同
）

え
て
の
こ
と
だ
︒

　

ま
た
︑
市
民
の
安
全
の
た

め
に
︑
同
社
の
ダ
ン
プ
車
両

全
車
に
搭
載
さ
れ
て
い
る
ド

ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
の
映
像
を

稚
内
警
察
署
に
提
供
す
る
協

定
を
結
ん
で
い
る
︒
協
定
締

結
前
か
ら
︑
交
通
安
全
運
動

に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
る
同
社
の
ダ
ン
プ
車
両
の

側
面
に
は
︑﹁
交
通
安
全
﹂

の
文
字
が
大
き
く
ペ
イ
ン
ト

し
て
あ
り
︑
常
に
安
全
運
転

を
強
調
し
て
い
る
︒

　

協
定
締
結
後
に
は
︑﹁
地

域
の
安
全
見
守
り
中
﹂
の
ス

テ
ッ
カ
ー
を
貼
付
し
て
お
り
︑

﹁
交
通
安
全
﹂
の
ペ
イ
ン
ト

や
ス
テ
ッ
カ
ー
は
︑
視
覚
的

に
も
地
域
住
民
に
安
全
と
安

心
感
を
提
供
し
て
い
る
︒

　

北
海
道
な
ら
で
は
の
社
会

貢
献
と
し
て
︑
地
域
の
小
学

校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
ス
キ
ー

場
を
造
成
し
て
い
る
︒
市
道

な
ど
か
ら
排
雪
さ
れ
た
雪
を

活
用
し
た
も
の
で
︑
ダ
ン
プ

で
雪
を
運
び
︑
重
機
を
使
っ

て
雪
山
を
作
る
︒
建
設
業
と

運
輸
業
を
ど
ち
ら
も
営
む
︑

同
社
な
ら
で
は
の
社
会
貢
献

と
い
え
る
︒

　

さ
ら
に
︑
小
学
生
を
対
象

と
し
た
建
設
機
器
見
学
会

や
︑
高
等
学
校
生
徒
に
は
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
施
し

て
︑
建
設
業
︑
運
輸
業
へ
の

理
解
と
興
味
を
深
め
て
い
る
︒

こ
れ
は
10
年
以
上
前
か
ら
継

続
し
て
実
施
し
て
お
り
︑
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
経
験
し

た
高
校
生
か
ら
は
お
礼
状
を

も
ら
う
こ
と
も
あ
る
︒
建
設

部
の
ほ
か
運
輸
部
︑
整
備
部

に
も
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
新
卒

採
用
が
あ
る
の
は
︑
こ
の
効

果
も
あ
る
の
だ
ろ
う
︒
同
社

で
は
入
社
し
て
か
ら
も
社
員

の
希
望
を
調
査
・
尊
重
し
︑

﹁
適
材
適
所
﹂
で
部
門
間
で

の
移
動
も
あ
り
︑
各
種
免
許

・
資
格
な
ど
の
取
得
に
も
支

援
を
続
け
て
い
る
︒

　
﹁
交
通
安
全
は
︑
全
国
の

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
と
し

て
共
通
の
命
題
で
あ
り
︑
こ

れ
を
最
大
の
目
標
と
す
る
こ

と
は
当
然
で
す
︒
ま
た
︑
映

像
提
供
の
協
定
に
つ
い
て
は
︑

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
の
映
像

を
有
事
の
際
に
は
警
察
に
提

供
し
︑
捜
査
等
に
協
力
し
て

い
く
こ
と
で
地
域
の
安
全
性

向
上
に
貢
献
で
き
る
と
思
い

ま
す
︒
ま
た
︑
こ
の
ス
テ
ッ

カ
ー
を
貼
付
し
た
ド
ラ
イ
バ

ー
は
︑
こ
れ
ま
で
以
上
に
安

全
運
転
に
心
が
け
る
だ
け
で

な
く
︑
安
全
運
転
の
手
本
と

し
て
あ
り
た
い
と
願
っ
て
い

ま
す
︒
稚
内
と
共
に
あ
る
弊

社
と
し
て
は
︑
こ
れ
か
ら
も

稚
内
が
も
っ
と
良
い
街
に
な

っ
て
い
く
た
め
の
お
手
伝
い
が

で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
﹂

（
同
）

　

日
通
総
合
研
究
所
は
こ
の
ほ
ど
︑﹁
２

０
１
７
・
２
０
１
８
年
度
の
経
済
と
貨
物

輸
送
の
見
通
し
﹂
を
発
表
し
た
︒

　

こ
れ
は
︑﹁
経
済
（
世
界
・
日
本
）﹂

と
﹁
貨
物
輸
送
量
（
国
内
貨
物
・
国
際

貨
物
）﹂
の
動
向
を
調
査
・
分
析
す
る

と
と
も
に
︑
半
年
か
ら
１
年
程
度
先
の

短
期
的
な
動
向
に
つ
い
て
予
測
す
る
も

の
︒
調
査
結
果
は
以
下
の
通
り
︒

　

ま
ず
︑﹁
２
０
１
８
年
の
世
界
経
済
﹂

に
つ
い
て
は
︑
堅
調
な
回
復
基
調
を
維

持
す
る
こ
と
か
ら
︑
経
済
成
長
率
を
３

・
８
％
と
見
込
ん
で
い
る
︒
ま
た
︑﹁
日

本
経
済
﹂
に
つ
い
て
は
︑
景
気
拡
大
の

基
調
が
続
く
こ
と
か
ら
︑
18
年
度
の
実

質
経
済
成
長
率
を
１
・
２
％
増
と
見
込

ん
で
い
る
︒

　
﹁
国
内
貨
物
輸
送
の
現
状
と
見
通
し
﹂

と
し
て
は
︑
国
内
景
気
の
持
ち
直
し
を

反
映
し
︑
総
輸
送
量
は
17
年
度
通
期
で

１
・
３
％
増
︑
18
年
度
も
０
・
３
％
増

と
︑
16
年
度
以
来
３
年
連
続
の
プ
ラ
ス

を
見
込
ん
で
い
る
（
図
１
）︒
品
類
別
で

み
る
と
︑
消
費
関
連
貨
物
で
は
︑
17
年

度
２
・
０
％
増
︑18
年
度
１
・
３
％
増
︒

生
産
関
連
貨
物
で
は
︑
17
年
度
２
・
３

％
増
︑
18
年
度
２
・
１
％
増
︒
建
設
関

連
貨
物
で
は
︑
17
年
度
０
・
１
％
減
︑

18
年
度
２
・
１
％
減
︒
雑
貨
輸
送
量
で

は
︑
17
年
度
１
・
９
％
増
︑
18
年
度
１

・
５
％
増
と
な
る
見
込
み
︒

　

営
業
用
自
動
車
の
輸
送
量
を
み
る

と
︑
17
年
度
は
２
・
４
％
増
︑
18
年
度

は
１
・
３
％
増
と
︑
16
年
度
以
来
３
年

連
続
の
プ
ラ
ス
が
見
込
ま
れ
る
も
の
の
︑

増
勢
は
緩
や
か
に
な
る
と
み
ら
れ
る
︒

17
年
度
は
消
費
関
連
貨
物
と
生
産
関
連

貨
物
が
輸
送
量
を
け
ん
引
︒
特
に
︑
日

用
品
や
農
水
産
品
︑
化
学
工
業
品
︑
石

油
製
品
な
ど
が
増
加
基
調
と
な
っ
て
い

る
︒
一
方
︑
18
年
度
は
︑
一
般
機
械
や

電
気
機
械
︑
石
油
製
品
な
ど
が
堅
調
に

推
移
す
る
こ
と
か
ら
︑
生
産
関
連
貨
物

は
２
％
台
前
半
の
伸
び
が
見
込
ま
れ
る

が
︑
個
人
消
費
の
伸
び
が
マ
イ
ル
ド
に

な
る
こ
と
か
ら
︑
消
費
関
連
貨
物
の
増

加
幅
は
縮
小
す
る
と
見
込
ま
れ
る
︒
ま

た
︑
住
宅
投
資
の
落
ち
込
み
な
ど
を
受

け
︑
建
設
関
連
貨
物
は
微
減
と
な
る
見

込
み
（
図
２
）︒

　

特
別
積
合
せ
貨
物（
24
社
分
）で
は
︑

Ｅ
Ｃ
（
電
子
商
取
引
）
貨
物
の
急
増
を

背
景
に
宅
配
便
取
扱
個
数
が
増
加
す
る

こ
と
か
ら
︑
17
年
度
は
２
・
６
％
増
︑

18
年
度
も
２
・
４
％
増
と
堅
調
に
推
移

す
る
と
み
て
い
る
︒

［企業プロフィール］
■ 社　　　名 錦産業株式会社
■ 本社所在地 北海道稚内市朝日3丁目2185－14
■ 代　表　者 貝森　輝幸　代表取締役社長　
■ 創　　　業 昭和45年2月
■ 資　本　金 3,000万円
■ 従 業 員 数  78人（うちドライバー30人）
■ 車　両　数 27台

社
会
貢
献
も
熱
心
に
、
地
域
社
会
と
共
に
生
き
る

北
海
道
な
ら
で
は
の
車
両
工
夫

ダ
ン
プ
の
荷
台
に
暖
房
装
置
!?

営
業
用
自
動
車
輸
送
３
年
連
続
の
プ
ラ
スへ

「
２
０
１
７
・
２
０
１
８
年
度
の
経
済
と
貨
物
輸
送
の
見
通
し
」

日通総研

錦産業のダンプ荷台側面には「交通安全」のペイント。地域社会に貢献し共に発展する同社の姿
勢の表れ

ダンプの荷台には貨物凍結防止の荷台底面を暖房する装置が装
着されている

マフラーから分岐して凍結防止の荷台暖房装置へ排気ガスが流れ
る仕組みになっている

メモ

錦産業がある稚内市はこんなところ
最北の国境の都市
―再生可能エネルギーを普及促進―

　北海道北端に位置する稚内市は、宗谷海峡を挟んで東はオホーツ
ク海、西は日本海に面し、宗谷岬からわずか43キロメートルの地に
ロシアのサハリン（旧樺太）の島影をのぞむ国境の街である。日露
戦争後の明治 38 年、南樺太が日本の領土となり、大正 12 年に稚
内～樺太間に定期航路が開設されてからは、交通運輸の基地として
発展を続け、戦後は、「水産」を中心に、「酪農」「観光」を三本柱
として北海道北部の中核都市という機能も果たしている。昭和 24年
には北海道で14 番目となる市制が施行され、宗谷地方の行政、経
済の中心地でもある。
　日本の最も北にある「利尻礼文サロベツ国立公園」を有する豊か
な自然環境が広がっており、年間の平均気温は7度前後で、最高気
温は22～28度、最低気温はマイナス10度～14度にも冷え込む。
また、冬になると宗谷岬の海には、流氷が接岸することもある。
　稚内市は全国に先駆けて風力発電の導入やバイオマス、太陽光発
電などに取り組んできており、市内の消費電力の約 9割を再生可能
エネルギーで賄うことができる発電量になっている。

図１　国内の経済活動と国内貨物輸送量図２　自動車輸送量の推移
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▼
あ
る
週
刊

誌
の
最
終
頁

に
掲
載
さ
れ

て
い
る
地
方

物
件
の
不
動
産
情
報
︒
土
地
の
面
積
︑

価
格
は
︑場
所
に
よ
り
異
な
り
ま
す
が
︑

第
二
の
故
郷
と
し
て
住
み
た
い
と
思
う

物
件
が
満
載
で
す
︒一
例
を
上
げ
る
と
︑

広
い
敷
地
の
中
を
小
川
が
流
れ
︑
沢
蟹

が
生
息
し
︑
山
葵
が
群
生
︑
蜜
柑
や
柿

が
茂
り
︑家
屋
は
昭
和
の
物
件
も
含
め
︑

内
装
は
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
済
み
で
す
︒
但

し
︑
物
件
の
大
半
は
不
便
な
立
地
に
あ

り
︑
都
会
の
喧
騒
と
は
真
逆
で
す
︒
▼

都
会
の
煌
々
た
る
灯
り
が
物
件
で
は
そ

の
灯
り
が
と
も
す
る
と
︑
蛍
の
放
つ
自

然
光
と
な
り
ま
す
︒
終
の
栖す

み
か

と
す
る
者

の
他
︑家
屋
の
一
部
を
民
宿
に
す
る
者
︑

喫
茶
に
す
る
者
と
︑
選
択
肢
も
様
々
で

す
︒
す
る
と
︑
接
客
業
に
通
じ
る
わ
け

で
︑
向
き
不
向
き
も
生
じ
て
く
る
で
し

ょ
う
︒
▼
男
性
80
歳
︑
女
性
87
歳
が
お

お
よ
そ
の
日
本
の
平
均
寿
命
で
す
が
︑

ふ
と
気
付
く
と
人
生
は
短
く
︑
最
後
に

し
た
い
こ
と
を
実
行
に
移
す
の
は
賢
明

な
選
択
で
す
︒
結
果
は
ど
う
あ
れ
︑
悔

い
な
く
生
き
る
の
は
素
晴
ら
し
い
こ
と

で
す
︒
▼
し
か
し
︑
実
際
に
は
新
天
地

に
希
望
が
満
載
と
い
う
訳
で
は
あ
り
ま

せ
ん
︒
新
た
に
住
む
こ
と
に
な
る
そ
の

町
や
村
の
風
習
︑
先
達
へ
の
対
応
が
大

き
な
課
題
と
な
り
ま
す
︒
今
ま
で
暮
ら

し
た
便
利
な
土
地
で
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
を
す
べ
て
投
げ
打
ち
︑
未
知
数
の
世

界
に
飛
び
込
む
勇
気
は
︑
よ
ほ
ど
の
覚

悟
が
な
い
と
難
し
い
で
し
ょ
う
︒﹁
住
め

ば
都
﹂
と
言
い
ま
す
が
︑
安
住
の
地
を

探
し
当
て
る
の
は
至
難
の
業
で
す
︒
▼

丁
度
︑
定
年
退
職
し
て
生
ま
れ
故
郷
に

Ｕ
タ
ー
ン
し
た
知
人
が
言
う
に
は
︑﹁
甘

い
期
待
は
捨
て
る
べ
き
︑
地
域
に
溶
け

込
む
努
力
が
大
事
﹂
と
渋
面
を
作
り
な

が
ら
話
を
し
て
い
ま
し
た
︒
地
元
出
身

者
さ
え
人
に
言
え
な
い
苦
労
の
積
み
重

ね
が
あ
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
︒
仕
事

一
途
だ
っ
た
人
間
が
趣
味
や
生
き
甲
斐

を
見
い
だ
す
の
は
難
し
い
こ
と
で
す
︒

▼
そ
う
言
え
ば
︑
今
年
の
初
夢
は
２
本

立
て
の
フ
ル
カ
ラ
ー
で
し
た
︒
ひ
と
つ

は
見
知
ら
ぬ
人
々
の
輪
の
中
に
い
て
︑

同
じ
曲
目
を
歌
っ
て
い
ま
し
た
︒
若
い

頃
の
一
時
期
で
す
が
東
京
の
新
大
久
保

に
あ
る
合
唱
団
に
入
っ
て
い
ま
し
た
︒

こ
の
夢
は
案
外
と
正
夢
に
な
り
︑
近
い

将
来
に
合
唱
団
の
一
員
に
な
っ
て
い
る

の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
︒
▼
12
月
に
な
る

と
︑
に
わ
か
に
注
目
さ
れ
る
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
の
﹁
交
響
曲
第
九
﹂
第
四
楽
章

の
旋
律
・
シ
ラ
ー
作
詞
に
基
づ
く
﹁
歓

喜
の
歌
﹂
を
︑
大
勢
の
仲
間
と
ス
テ
ー

ジ
上
で
歌
い
た
い
も
の
で
す
︒
▼
も
う

ひ
と
つ
の
夢
は
江
戸
時
代
と
思
わ
れ
る

場
所
で
︑
当
時
の
歴
史
家
と
お
ぼ
し
き

人
と
古
戦
場
を
歩
い
て
い
ま
し
た
︒
後

世
の
人
々
に
合
戦
の
真
実
を
伝
え
る
作

業
で
︑
私
は
書
生
の
如
く
歴
史
家
の
言

う
こ
と
を
半
紙
に
し
た
た
め
て
い
ま
し

た
︒
歴
史
に
﹁
た
ら
︑
れ
ば
﹂
は
あ
り

得
ま
せ
ん
が
︑
昨
今
の
歴
史
検
証
ド
ラ

マ
を
興
味
深
く
見
て
い
た
影
響
が
夢
に

反
映
さ
れ
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
︒
▼

夢
が
覚
め
て
思
う
に
︑
何
れ
も
い
つ
か

実
現
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
事
柄
で
︑

﹁
お
宝
﹂
に
は
無
縁
で
す
が
︑
自
分
自

身
に
と
っ
て
は
﹁
中
吉
﹂
の
程
好
い
目

覚
め
の
初
夢
で
し
た
！ 

（
山
崎
薫
）

こ
ち
ら
広
報
室
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株式会社宇治吉田運送
会社所在地� 京都府宇治市木幡東中34-7
資本金� 1,000 万円
創　業� 昭和 37 年 2月
従業員数� 17 人（うちドライバー15 人）
車両数� 13 台

　

㈱
宇
治
吉
田
運
送
は
︑
昭

和
37
年
に
吉
田
社
長
の
父
親

が
創
業
し
た
会
社
で
あ
る
︒

入
社
以
前
に
は
主
婦
を
し
て

い
た
吉
田
社
長
は
︑
平
成
９

年
に
同
社
に
入
社
︒
13
年
に

は
父
親
に
代
わ
っ
て
社
長
に

就
任
し
て
い
る
︒

　

バ
ブ
ル
景
気
の
頃
の
同
社

は
︑
繁
忙
期
に
な
る
と
泊
ま

り
込
み
で
働
く
社
員
が
出
る

ほ
ど
に
忙
し
く
︑
そ
の
結
果

と
し
て
社
員
の
労
働
時
間
も

長
く
な
っ
て
い
た
︒
当
時
は

ま
だ
自
身
の
健
康
に
気
を
遣

う
よ
う
な
ド
ラ
イ
バ
ー
も
少

な
く
︑
無
理
が
た
た
っ
て
体

を
壊
し
て
し
ま
う
よ
う
な
社

員
も
い
た
と
い
う
︒
バ
ブ
ル

崩
壊
後
に
入
社
し
た
吉
田
社

長
は
﹁
仕
事
が
減
っ
た
今
を

契
機
に
︑
こ
れ
ま
で
の
当
社

の
職
場
環
境
を
大
き
く
変
え

よ
う
﹂
と
決
心
し
た
︒

　
﹁
私
が
入
社
し
た
頃
は
不

景
気
で
︑
バ
ブ
ル
期
の
よ
う

に
社
員
に
無
理
を
さ
せ
て
︑

多
く
の
仕
事
を
進
め
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

必
要
性
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
︒
そ
こ
で
私
は
︑
仕
事
の

ペ
ー
ス
を
落
と
し
て
少
し
休

み
︑
そ
の
間
に
当
社
と
し
て

の
魅
力
を
つ
く
り
上
げ
︑
次

の
チ
ャ
ン
ス
を
待
っ
た
ほ
う
が

い
い
の
で
は
な
い
か
と
感
じ

た
の
で
す
﹂（
吉
田
社
長
）

　

社
員
の
働
き
方
を
大
き
く

変
え
る
た
め
に
は
︑
こ
れ
ま

で
の
業
務
の
進
め
方
で
の
問

題
点
を
洗
い
出
し
︑
現
在
の

同
社
の
経
営
を
見
極
め
た
上

で
︑
経
営
環
境
の
改
善
に
向

け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い

く
必
要
が
あ
る
︒
し
か
し
︑

入
社
直
後
の
吉
田
社
長
に
は
︑

﹁
う
ち
の
会
社
を
い
い
会
社

に
し
た
い
﹂
と
い
う
強
い
望

み
は
あ
っ
た
が
︑
会
社
経
営

に
つ
い
て
は
何
も
知
ら
な
か
っ

た
︒
そ
こ
で
︑
吉
田
社
長
は

地
元
京
都
府
の
中
小
企
業
家

同
友
会
に
参
加
し
︑
経
営
に

つ
い
て
学
ん
で
い
っ
た
︒
中
小

　
﹁
明
る
く
元
気
な
会
社
づ

く
り
﹂
の
一
環
と
し
て
ま
ず

始
め
た
の
が
︑
社
内
報
の
作

成
で
あ
る
︒
こ
れ
は
︑
社
員

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
向

上
を
図
る
た
め
に
行
っ
て
い

る
も
の
で
︑
発
行
は
20
年
続

い
て
い
る
と
い
う
︒

　

当
初
は
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
が

　

同
社
は
︑
京
都
府
が
推
進

し
て
い
る
﹁﹃
京
都
モ
デ
ル
﹄

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
宣
言
企
業
﹂
に
も
参
加
し

て
お
り
︑
有
給
休
暇
を
取
得

し
や
す
い
職
場
環
境
づ
く
り

を
進
め
る
こ
と
で
︑
労
働
環

境
の
改
善
に
も
取
り
組
ん
で

い
る
︒

　

ま
ず
︑
社
員
に
対
し
て
は

有
給
休
暇
の
取
得
を
促
し
︑

家
族
と
過
ご
す
時
間
を
多
く

も
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
し
て

い
る
︒
吉
田
社
長
が
﹁
家
族

あ
っ
て
の
仕
事
﹂
と
語
る
よ

う
に
︑
同
社
で
は
社
員
一
人

企
業
家
同
友
会
で
は
︑﹁
会

社
と
社
員
が
と
も
に
育
ち
︑

大
き
く
な
っ
て
い
く
﹂
こ
と

の
重
要
性
を
改
め
て
感
じ
た

と
い
う
︒
そ
こ
で
吉
田
社
長

は
︑﹁
常
に
﹃
心
を
そ
え
て
﹄

ど
こ
よ
り
も
安
全
安
心
な
会

社
を
目
指
し
ま
す
﹂
を
同
社

の
会
社
理
念
と
し
て
策
定
し
︑

﹁
会
社
に
い
て
楽
し
い
と
思

え
る
よ
う
な
会
社
づ
く
り
﹂

を
進
め
て
い
っ
た
︒

毎
日
記
入
す
る
日
報
と
は
別

に
︑
吉
田
社
長
と
ド
ラ
イ
バ

ー
の
情
報
共
有
を
図
る
た

め
︑
交
換
日
記
の
よ
う
に
毎

日
書
面
を
や
り
取
り
し
て
い

た
と
い
う
︒
し
か
し
︑
ド
ラ

イ
バ
ー
に
と
っ
て
は
書
面
を

書
く
こ
と
が
負
担
に
な
っ
て

い
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
︑

現
在
の
社
内
報
の
ス
タ
イ
ル

に
変
え
て
い
る
︒

　

ま
た
︑
27
年
秋
か
ら
は
︑

社
内
報
と
は
別
に
社
外
報

﹃
元
気
魂
﹄
の
発
行
（
年
２

ひ
と
り
が
︑
家
庭
や
地
域
生

活
に
お
い
て
も
︑
充
実
し
た

毎
日
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
な
環
境
づ
く
り
を
行
っ

て
い
る
︒

　

と
こ
ろ
で
︑
仕
事
に
追
わ

れ
る
よ
う
な
毎
日
が
続
い
て

い
た
ら
︑自
分
自
身
を
磨
き
︑

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
さ
せ
て
い
く

た
め
の
時
間
を
確
保
す
る
こ

と
は
難
し
く
な
る
︒
吉
田
社

長
は
︑
仕
事
の
幅
を
広
げ
る

た
め
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
時

間
の
確
保
を
社
員
に
促
す
よ

う
に
し
て
い
る
︒

　

同
社
で
は
︑
軽
ト
ラ
ッ
ク

回
）
も
行
っ
て
い
る
︒
取
引

先
や
関
係
者
な
ど
に
６
０
０

部
配
布
し
︑
最
近
の
出
来
事

や
身
近
な
話
題
を
提
供
し
︑

﹁
元
気
な
会
社
を
目
指
し
て

い
き
た
い
﹂
と
い
う
吉
田
社

長
の
思
い
を
社
外
に
ア
ピ
ー

ル
し
て
い
る
︒

　

同
じ
く
︑
27
年
に
は
事
務

所
の
リ
フ
ォ
ー
ム
に
踏
み
切

　

さ
て
︑
同
社
で
は
28
年
５

月
︑
同
社
敷
地
内
に
弁
当
屋

﹁
Ｙ
・
Ｔ 

Ｄ
ｅ
ｌ
ｉ
﹂を
開

設
し
た
︒
吉
田
社
長
の
自
宅

の
畑
で
採
れ
た
野
菜
や
︑
中

央
市
場
で
仕
入
れ
た
魚
な

ど
︑
食
材
に
こ
だ
わ
っ
て
い

る
の
が
ポ
イ
ン
ト
で
︑
市
場

で
の
仕
入
れ
に
は
吉
田
社
長

自
身
が
行
く
こ
と
も
あ
る
︒

弁
当
屋
の
中
に
設
け
ら
れ
た

厨
房
で
は
︑
担
当
の
社
員
が

腕
を
振
る
い
︑
お
か
ず
を
調

理
し
て
い
る
︒﹁
社
員
に
は
︑

バ
ラ
ン
ス
の
い
い
食
事
で
よ

り
健
康
に
な
っ
て
も
ら
い
た

い
﹂
と
の
吉
田
社
長
の
思
い

か
ら
︑
味
付
け
や
お
か
ず
の

種
類
に
も
気
を
配
っ
て
い
る
︒

一
般
向
け
に
は
１
食
６
５
０
円

で
販
売
し
て
い
る
が
︑
同
社

社
員
に
対
し
て
は
福
利
厚
生

と
い
う
意
味
も
あ
り
︑
１
食

４
０
０
円
で
提
供
し
て
い
る
︒

　
﹁
当
社
に
は
︑
朝
ご
飯
を

食
べ
ず
に
出
勤
し
て
く
る
よ

う
な
社
員
も
少
な
か
ら
ず
い

に
よ
る
貨
物
輸
送
も
手
が
け

て
い
る
︒
そ
の
た
め
︑
普
通

免
許
の
み
取
得
し
た
状
態
で

入
社
し
た
社
員
に
対
し
て

は
︑
ま
ず
は
軽
ト
ラ
ッ
ク
や

２
㌧
車
の
ド
ラ
イ
バ
ー
と
し

て
経
験
を
蓄
積
さ
せ
︑
そ
の

後
中
型
車
や
大
型
車
に
乗
り

た
い
と
い
う
希
望
が
あ
れ
ば
︑

費
用
の
７
割
を
会
社
が
負
担

す
る
形
で
免
許
取
得
を
支
援

し
て
い
る
︒
ま
た
︑
運
行
管

理
者
資
格
の
取
得
に
関
し
て

も
︑
同
様
に
会
社
か
ら
の
支

援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
︒

さ
ら
に
︑
同
社
で
は
貸
切
バ

ス
の
運
行
も
行
っ
て
い
る
た

め
︑
二
種
免
許
を
取
得
し
て

ト
ラ
ッ
ク
に
も
バ
ス
に
も
乗

務
で
き
る
ド
ラ
イ
バ
ー
も
い

る
︒
高
齢
に
な
っ
た
ド
ラ
イ

バ
ー
に
対
し
て
は
︑
荷
役
作

業
な
ど
も
あ
っ
て
体
力
的
に

き
つ
い
ト
ラ
ッ
ク
か
ら
︑
比

較
的
楽
な
バ
ス
へ
と
担
当
替

え
を
し
て
も
ら
う
こ
と
も
あ

る
と
い
う
︒

　
﹁
当
社
で
は
︑
様
々
な
取

り
組
み
を
通
じ
て
︑
高
齢
に

な
っ
て
も
元
気
に
仕
事
を
続

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な

仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
て
き

ま
し
た
︒
お
客
様
に
対
し
て

は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
︑
社
員

に
対
し
て
も
常
に
心
を
そ
え

な
が
ら
︑
当
社
で
頑
張
る
社

員
を
大
切
に
し
て
︑
今
後
も

社
員
が
健
康
で
長
く
仕
事
を

続
け
ら
れ
る
よ
う
な
会
社
に

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

り
︑
社
員
が
快
適
な
空
間
で

仕
事
に
従
事
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
︒
同
社
に
は
女
性
も

少
な
く
な
か
っ
た
た
め
︑
リ

ま
し
た
︒
し
か
し
︑
毎
日
３

食
し
っ
か
り
食
べ
る
こ
と
︑

そ
し
て
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
栄

養
摂
取
を
心
が
け
る
こ
と

で
︑
健
康
を
維
持
す
る
こ
と

が
で
き
︑
ま
た
病
気
の
予
防

や
改
善
に
も
役
立
っ
て
き
ま

す
︒﹃
社
員
の
健
康
を
維
持

し
て
い
く
こ
と
が
︑
当
社
の

事
業
継
続
に
も
繋
が
る
﹄
と

考
え
︑
社
員
の
食
へ
の
対
応

を
強
化
し
て
い
ま
す
﹂（
同
）

　

同
社
の
ド
ラ
イ
バ
ー
は
40

代
の
人
が
多
い
︒
こ
の
年
代

は
︑
生
活
習
慣
病
の
心
配
が

少
な
か
ら
ず
出
て
く
る
年
代

で
も
あ
る
︒
ド
ラ
イ
バ
ー
の

生
活
習
慣
病
を
放
置
し
て
お

く
と
︑
重
大
な
健
康
起
因
事

故
を
引
き
起
こ
す
原
因
に
も

な
り
か
ね
な
い
︒同
社
で
は
︑

食
を
通
じ
て
生
活
習
慣
病
の

予
防
に
努
め
る
と
と
も
に
︑

社
員
に
受
診
さ
せ
て
い
る
定

期
健
康
診
断
で
は
胃
カ
メ
ラ

検
査
や
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候

群
（
Ｓ
Ａ
Ｓ
）
の
検
査
︑
血

液
を
採
取
し
て
行
う
が
ん
検

査
な
ど
︑
一
般
的
な
健
診
よ

り
も
検
査
項
目
を
増
や
し
︑

病
気
の
早
期
発
見
・
治
療
に

繋
げ
て
い
る
︒

　

さ
て
︑
同
社
で
は
28
年
11

月
か
ら
︑
全
国
健
康
保
険
協

会
（
協
会
け
ん
ぽ
）
京
都
支

部
﹁
京
か
ら
取
り
組
む
健
康

事
業
所
宣
言
﹂
に
参
加
し
︑

社
員
の
健
康
づ
く
り
に
向
け

て
取
り
組
み
を
一
層
強
化
し

て
い
る
︒
29
年
１
月
に
は
︑

協
会
け
ん
ぽ
か
ら
１
週
間

﹁
血
管
年
齢
測
定
器
﹂
を
無

料
で
レ
ン
タ
ル
し
︑
社
員
全

員
で
測
定
し
た
と
い
う
︒

ま
す
﹂（
同
）

（
取
材
協
力
）
㈱
宇
治
吉
田

運
送　

吉
田
實
子
代
表
取
締

役
︑
岡
麻
子
取
締
役

フ
ォ
ー
ム
を
機
に
︑
こ
れ
ま

で
男
女
共
用
で
あ
っ
た
ト
イ

レ
な
ど
を
男
女
別
に
し
た
︒

﹁
女
性
社
員
に
と
っ
て
は
︑

こ
れ
ま
で
よ
り
も
働
き
や
す

い
職
場
環
境
に
な
っ
た
こ
と

で
︑
ス
ト
レ
ス
は
減
っ
て
い
る

よ
う
で
す
﹂
と
吉
田
社
長
は

リ
フ
ォ
ー
ム
の
効
果
に
つ
い
て

語
る
︒

　

事
務
所
の
リ
フ
ォ
ー
ム
に

合
わ
せ
て
︑
同
社
で
は
受
付

で
メ
ダ
カ
の
飼
育
を
始
め
た
︒

水
槽
の
中
で
泳
ぐ
メ
ダ
カ
の

姿
を
眺
め
て
い
る
と
︑
不
安

や
緊
張
が
解
消
さ
れ
て
リ
ラ

ッ
ク
ス
し
た
気
分
に
な
っ
て
く

る
︒事
務
所
の
メ
ダ
カ
に
は
︑

日
々
仕
事
に
向
き
合
う
同
社

の
社
員
へ
の
﹁
癒
し
﹂
効
果

も
期
待
で
き
る
の
で
あ
る
︒

❖
一
生
懸
命
働
い
て
く
れ
る
社
員
に
報
い
た
い

「
社
員
に
無
理
を
さ
せ
な
い
会
社
」へ
と
転
換

❖
社
内
報
・
社
外
報
で
積
極
的
に
情
報
を
発
信

事
務
所
リ
フ
ォ
ー
ム
で
働
き
や
す
い
職
場
環
境
に

第
６
回  

株
式
会
社
宇
治
吉
田
運
送（
京
都
府
宇
治
市
）

　

従
業
員
が
健
康
に
働
く
こ
と
の
で
き

る
職
場
づ
く
り
は
︑
会
社
の
事
業
を
継

続
さ
せ
て
い
く
た
め
の
最
も
重
要
な
取

り
組
み
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と
い
え
ま
す
︒

し
か
し
な
が
ら
︑
労
働
者
の
健
康
を
巡

る
状
況
を
み
る
と
︑
近
年
我
が
国
に
お

い
て
過
労
死
等
が
多
発
し
て
大
き
な
社

会
問
題
に
な
っ
て
い
る
な
ど
︑
職
場
に

お
け
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
や
過
重

労
働
に
よ
る
健
康
障
害
防
止
対
策
は
︑

我
が
国
に
お
い
て
重
要
な
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
︒

　

そ
こ
で
︑
本
企
画
で
は
﹁
健
康
職
場

づ
く
り
﹂
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

る
運
送
事
業
者
の
事
例
な
ど
を
紹
介
し

て
い
き
ま
す
︒

　

今
回
は
︑
京
都
府
宇
治
市
の
株
式
会

社
宇
治
吉
田
運
送
（
吉
田
實
子
代
表
取

締
役
）
に
お
け
る
取
り
組
み
を
紹
介
し

ま
す
︒

いきいきと働くことのできるトラック運送業界を目指して

「
う
ち
の
会
社
を
い
い
会
社
に
し
た
い
」

様
々
な
観
点
か
ら
健
康
で
長
く
働
け
る
職
場
づ
く
り
を
推
進

「健康職場づくり」
  事 業 者 訪 問

❖
食
生
活
改
善
に
繋
が
る
「
手
作
り
弁
当
」

健
康
へ
の
意
識
を
高
め
る
「
血
管
年
齢
測
定
器
」

❖
「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
」
に
も
注
力

充
実
し
た
毎
日
が
社
員
の
心
を
潤
す

　
﹁
血
管
年
齢
﹂
と
は
︑
実

際
の
年
齢
と
は
関
係
な
く
︑

現
在
の
そ
の
人
の
血
管
の
状

態
を
年
齢
と
し
て
表
し
た
も

の
で
あ
る
︒
血
管
の
老
化
が

進
む
と
︑
血
管
壁
が
徐
々
に

厚
く
な
り
︑
本
来
は
弾
力
に

富
ん
で
い
る
血
管
が
固
く
な

っ
て
い
く
︒
そ
の
た
め
︑
血

管
年
齢
は
特
に
動
脈
硬
化
の

状
態
を
知
る
際
の
重
要
な
指

標
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
︒

　

同
社
で
は
︑
血
管
年
齢
測

定
器
を
借
り
受
け
た
１
週
間

の
間
で
︑
社
員
が
そ
れ
ぞ
れ

血
管
年
齢
を
測
定
︒
血
管
年

齢
が
実
際
の
年
齢
よ
り
も
高

い
数
値
に
な
っ
た
場
合
は
︑

﹁
動
脈
硬
化
が
進
ん
で
い
る

可
能
性
が
あ
る
﹂
と
認
識
で

き
る
た
め
︑
そ
の
後
の
生
活

習
慣
の
大
き
な
改
善
の
き
っ

か
け
に
な
っ
た
と
い
う
︒

　
﹁
詳
細
な
検
査
は
健
康
診

断
の
中
で
行
っ
て
い
く
こ
と
に

は
な
り
ま
す
︒
た
だ
︑
自
分

の
血
管
年
齢
を
知
っ
て
い
る

人
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
い

と
思
い
ま
す
︒
社
員
に
と
っ

て
は
︑
血
管
年
齢
測
定
器
は

自
分
自
身
の
健
康
状
態
を
知

り
︑
改
善
し
て
い
く
た
め
の

契
機
に
な
り
ま
し
た
﹂（
同
）

宇治吉田運送では、27年夏に本社事務所（外観＝写真①）のリ
フォームを実施した。事務所内（写真②）は、清潔さや爽やかさを
感じさせる雰囲気に一新。同社で勤務する女性社員にとっても働き
やすいオフィス環境に生まれ変わった。

社員が快適に働ける事務所にリフォーム

吉田　實子
代表取締役

リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
が
期
待
で
き
る「
メ

ダ
カ
の
飼
育
」

社外報『元気魂』

血管の状態が分かる「血管年齢測定器」を借り受けて測定を行った

社内の弁当屋で調理（写真㊨）された手
作り弁当（写真㊤）


